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はじめに

　科学技術の進歩・発達によって、われわれの知見が拡大・塔撫し、今まで危

険であるとか、琴スクがあると考えられたものが、安全あるいはよ鯵高度の安

全姓を確保できるととらえなおすこともできるようになった。しかし、それは

一定の時間的・空懸的観点での一定の事象・難象に鰻つたものである。かえっ

て、多くの知箆の獲得は、購鋳に多くの未知を認識させ、あるいは、その時点

では認識し露ない不知をもたらす。すなわち、難髭の拡大は不可避的に未知・
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不知を弊乱＼その未知・不知を意識することでさらに購の陰スク認知へとつな

がるのである。ここで意識しなければならないのは、認識される危験ないし讐

スクのみがコント霞一ルされるという点iであむ、安全ないし確実といわれて

いたものが実はそうではないことを愚昧する2ことである。このことは、ヂど

のくらい安全であれば、安全として十分か雌という発想のもとで行われる婆ス

ク管礫の基礎にある科学的・披講的な安全基準や安全（性）判定にも当てはま

む、保護法益を線鐘するための中絃にある科学技衛に聴する知発も不安定であ

鯵、それが法にも「伝染する」3。

　繕を蔭スクと見るか、そして、それを蟹避、麟減あるいは転嫁すべきものと

評癒するか、受容可能なものと評纒するかは、さまざまなバイアス（蒋に文化

的なもの〉によって異なるといわれておむ4、このバイアスも、技術革新や時

代の変化に慈じて変遷する。また、紅科学的真蓬」がさまざまな条警を前縫と

しているから、婆スクが客観的に存在するという発想をもとに定量的にそれを

表現しようとする客観的琴スク（論）のみによって意思決定できず、あるい1ま、

その説得力が減少し、いわゆる主観的望｝スク（譲）が考藪されなければならな

いことになる○。

　このように、癖スク」凝念を購いることで、いまだ不確実のままである知

見の懇題、撰害が莚こむうるのが未来であるという鋳鷺的次元の織題と琴スク

の騰貴・醗分、蓼スク転換など各種の問題が意識され、不確実姓の条件下での

意思決定の結果をアセスメントし、不聾実性を想定し合理的な意思決定を生み

墨すことができるようになる6。ただ、ここでいう金運盤とは、縫来のような

経験的知見あるいは「確定的」科学的知見によって縫録されてきたものとは異

なり、知の限界や時間等の凝約があり、最も合饗的な意思決定を追求しつづけ、

適時の、時豊に慰したものができなくなるのを避継るため、意思決定のさまざ

まな羨鍵条件や状溌、選蟹股等を一定程度単縫髭・取捨選択したうえで不確実

性を減らすという蕊分的彗鰻定釣合窪牲である7。それゆえ、本稿で験詳しよ

うとするものは、不確実な知見であることを認めたうえで、それでもなお、簿
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らかの意思決定をしなければならないというアンビバレンスな領域を想定して

継る8。

　騒家任務という視点から、危険・危験牲の葎否1こ蝿する未知・不知への繋慈

も憲法上重要となっておむ、騒畏の生命・身体及ぴ健康にかかわる危験・危陰

性への蠕癒とそれとも関連する礫境保護・保全という任務に、今8の経験的知

見ではいまだ十分には予灘できない将来の損害、婆スクヘの薄慈も含まれる。

それゆえ、不確実性の考嶽とその結果の法的鑓理について、実体法的諸要件の

みによる鏡律には鰻界があるから、権蔭配分、手続及び権張付与というプ欝セ

ス構造の導入が必要となる。すなわち、緩織法、手続法及び実体法を楊互に補

完させ、新たなコントロールの構造的手法をうみだすのである。そして、この

ような場合の合遜性の擾保方法としては、たとえば、意想決定に必要な構報の

開示、意想決定のための選訳肢の多様盤を保証すること、多様な利害闘係者の

参総の原則が守られること、各秘書関係者の「代表姓」の捲線、議論遍穫の透

賜姓の撞保、意想決定に至る手続の醗確化などが必要とされている§。それゆ

え、ここでは、どれくらい安全であれば十分か綴ow　sa飴玉s　sa多e　e登。琶塾？）

と共に、あるいは、その発想を補填するものとして、どれくらい公歪であれば

安全として十分余嬢。轡蚕a註量s　s滋e　e簸。暮暮幹）という発想方法が重要とな

る欝。また、経済的合理｛症の観点から、辮盤を重幌し、費矯便益分析を中心

にして意思決定の金運姓を騒るべきであると主張する傾鶴も強い登。ここで漉

意しなければならないのは、「合蓬姓」なるものの内容とその判懸基準、さら

には、飯に定量的に合理性覇藪をするとして、その定量化の基準と定量姥でき

ないものの存否などを客観的に分析する必要があることである㌶。

　以上の簡題認識を繭提として法的観点から分摂していくと、人権・権利保障

の簡題蝿象としての弓スクと民主主義の霧題対象としての彗スクという区甥も

薄能1こなる。それら双方の問題1こ密接にかかわる点として、不確実性をいかに

法的にコントロールするのか、そのコント濃一ルの仕緩みと手1額（権綴配分と

手続）などを検討することが必要になる。この種の幾題は、號に来蟹や柾葺諸
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講においてさまざまな形で麟癒され、また、その婦慈が修正されてきているし、

議論の蓄積もあ鯵、しかも、実燦上、わがくにと共通する課題に蝿繕されてき

ている。それゆえ、本稿では、建U法とその影響下でのドイツ公法学における

議譲1動1薄を分析し、検討することで、わがくに1こおける法的議論を展麗するた

めの準簿作業としたい王3。

　以下では、至にお》て、実体的機念として購いられることの多い壁スク綴念

を、鷺題発見的機念としてとらえることで、不確実性への蕎政による法的薄慈

について金運銘するための一定の手続的購成が認められることを明らかにして

いきたい。そして、そのうえで、獲において、葺替法及びドイツ公法における

その法的搬遜づけがいかになされているのかを分析していくこととしたい。

亙　鯵スク行政における二元的アプ難一チと手続化

1　第一次的及び第二次的雛スクヘの法的麟慈

　ニクラス・ルーマンの観察方法、すなわち、第一次的観察と第二次的観察の

襲霧を参考にしながら、法学におけるl／スク講について漢籍考察をしているシェ

アツベアクが縫示した薪第一次的讐スク葺と「第二次的1｝スク」というアプ賞一

チ方法をベースにして、ここでは分桁を進めていきたい翼。すなわち、シェア

ツベアクによれば、婆スクヘの法的蝉癒は、法そのものにとっても瞬スクを繹

うもので、不確実性の条鐸下では、立法者による意態決定の結漿（誤ったもの

を含む）に対癒するためのシステムが必要となるから、法は壼憲的（re貸ex魏）

となむ、長霧的な§擦・欝ンセプト蔦を設定し、それに基づく…時的鑑鐙には

…貫姓原覇（Ko盤rε盤鍛搬zl夢〉が重要となることや．遍羅介入・過少介入禁

比磁雛磁a塾膿4U鍵g騰a飾ε由。童）漂麟が比較衡量要素のひとつに変換

され玉§、法律の留藻論が内容的・手続的・綴織的コント欝一ルによって媛範の

質を確保する要請へと変容され欝、弓スク決定が「鰻定された意思決定」とし

て認知されることで、法の食糧軽減が行われ、その裏返しとして、政治的響懸・
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形成余地（特権）が拡大するi暮という認識のもと、次のように主張する欝。

　1タスクは、次の二つの現象形態、すなわち、法によって講簸された覆境にお

ける擬害潔テンシャルとしての形態（第一次的1タスク）と、法的媛整によって

起こ善うる遜譲のコストとしての形態（第二次的琴スク）が法的な1ヌスク端慈

では重要になる。ここでいう第一次的彗スクは、擾害の霧待鐘、すなわち、撰

害の程度とその発生の蓋然性（確率）の積であ鯵、経済的意思決定の結果生じ

うる不利益と簸待される便益とを比較できるようにする2暮。この書｝スク機念は、

不確実盤への法的認慈という視点からすれば、濃霧発生の蓋然嫉も掻害の程度

（ないしその不薄逆牲〉も不確実であるから、婚覆的穣鎚（溢撒戯鍵eG罫｛簸喪）

に遍ぎない2玉。

　さらに、シェアツベアクによれば、法的な1ナスク管理の蝿象が不確実性の領

域へと絋張すれば、第二次的確スク、すなわち、危験の評懸を誤る亀鞍及び危

験の霧嚢籟を誤る危陰縫艶Ge盤｝蜜6αFe舞舞搬sc盤註tZt盤暮t鷺透嘗擁盛鏡e慧鍵｛纏蓼

透eぎGε毎搬）が懇題として登場するとしている2慧。そして、この第二次射撃

スクに蝿癒するため、法は、§らの麟桀をあらかじめ考癒しなければならず、

嚢省約となる23。その際、喜｝スク麟麹は、法による規箋紀の結果生Cる不利益

にも及び2蓬、その不利益も髭較衡量の対象となる窃それ纏え、第二次的1ナスク

に鰐する霧藪簿で1ま、危険紡葬余とは異な鯵、科学で認識できる酸葬線にいきつい

たとしても、それが法的擾整の終焉ではなく、きっかけとなることがある25。

したがって、第二次釣替スクにおける残存1タスクは、過誤のコストが考癒され、

（予防・事前醗癒による）婆スク鱗纏の鐸スクが重大である婆スクであるとす

る露。

　このような発想は、狂9法にお塾ても、認められる。たとえば、猛馨食贔基

本綬灘3条9号では、琴スクとは、危害露（G緩a搬）の顕窪紀の結果として

健康に経書を及ぼす作購の蓋然性とその程度の関数であると定めている．この

機念規定は、一見、第一次的喜ナスク綴念を採縁しているとも考えられないわけ

ではない。しかし、危害獲とは、食品著しくは鑓欝病の生物、駕学業は鞠蓬的
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な作灘鑛子又は食鳥若しくは瞬料の状態で健康被害の原馨とな鯵縁るものをい

う（間縄則3条越号）ことからすれば、この嘆スク機念の定義は、瞬媛饗彗によ

る弓スク分析手法ないいナスク講御手法の導入とあいまって、なんらかの措置

を講むるため、どの程度の健康に麟する有害な作購の蓋然性（確率）がなけれ

ばならないか、そして、どの程度の作絹でなければならないか、を定めたもの

ではなく解、むしろ、単に、瞬スクを確定する思考プβセスを競走したに邊ぎ

ず、霧スクの存否の覇薮に関する異体的な内容・基準を含んでおらず、その存

否は、各実体法規定の内容からのみ瞬らかになると解される盤。それゆえ、第

二次的彗スクの発想のもと、婆スク管運に伴う遍誤のコストについては、登ぴ

委員会遍短によれば、露U条約葺塁条2項2文の予防療麟の遍羅にあたって、

考癒されるべき欝置1こよって生ビるプラスの離漿・マイナスの効果を比較衡量

すること、それとともに介入によって生じる新たな琴スクとの比較があらかじ

め要求される2§ことになるのである。この1｝スク機念は、　琴スク科学瞬様、帰

納法的判定プ臓セスがと惨いれられているといえ、手続的ないし自省的弓スク

管覆の基本構造を示していると考えられる。ここに覧られるよう、従来、法学

の典型的思考方式である演繹法的発想による意思決定というよりも、帰納法的

発想が広籟に取む入れられ、部分的結果から全体に端して鵯藪を下すので、遍

誤の発生が遷けがたく、その過誤を修正する方法、すなわち、学習・馨己修置

システムが権想・導入されざるをえなくなるのである。

2　勝スク行政とその特徴

　ここでいう陽スク行脚とは、人の生命、身体及び健康と環境に薄し、産

業・装備活動から生ずる華スクを探篶・講寇し、それを科学的及び嚢灘遽判嶽的

に評慰したうえで、麟避・離減鑑置等を講ずるという行政による蓼スクに封ず

る構造的なコントロール体系をいう隣。琴スク機念と同様3i、この機念は、簡

題発見的な、・し分析的機念として理解し、従来の介入行政と鰐死した時の特殊

性を表憂したものである32。すなわち、伝統的介入行政の特徴は、たとえば、

一遍一



不確実性の条件下における行政決定の法的簿1霧に関する一考察（下膨憲治〉

露虫法治蟹的な警察介入権霞とそれを異鉢化する法解報、経験的知見への敏存

と職務講査漂鍵、介入する者と介入される者という二極構造・法閣係での掘握、

介入する蟹家サイドの読経提畿責任などである。このような特徴をもつ伝統的

な介入行政モデルは螺境法の発展によって修疑され33、①琴スクアセスメント、

鯵スク評続と離滅・騒避等の予紡的な観整手続・監督手続34、＠経験的知見を

超えて蓼スクを予麗し、その受容・転嫁・麟避構彗織へと蟹家によるコント欝一

ルが拡張すること（墾わゆる危験紡除から1ヌスク事前湿憲へ）誌、③不磯建な

法覆念にみられるような行政による鏡範の具1本｛ヒに敏存し、下皴法糧範の飛躍

的増大が認められること3§、④群認薄等の意想決定における準備段踏での科学

後衛専稗家の関与（蓄タスクアセスメント）が認められること3了、⑤鱗舞された

自己鱗舞という発想の下での彗スク探鷺・講建を被媛整者解負覆し、行政鐸が

それを検護講歪するという構造鍵がみられること、⑥謬スク麟擬プロセスにお

ける行政庁・科学者・事業者懸のネットワーク39、⑦第三奮・公衆が多段墜に

わたって行政の意思決定手続に参趨・麗与すること4§や、⑧点的で懇雛異体的

な危験紡除から覆家による製造及磁紛網の全体への監督拡張（癒急的鰯懸

置から縦続的な領域鑑獅への移鴛跨、その一方で、事業主体欝身による自己

監督に講蹟られた馨家監督活動等4鰯韓スク行政の特徴として挙げられる。

　リスク行政は｝ナスクとともに荏続するから、その時々の饗スク決定は、醗家

と麓設経営者・製造業者との法麗係を睾冬轟的に確定するものではなく、一時的

なものとして、長難的な監督法関係の中に位置づけられ、しかも、この法獲1孫

では、行政庁は、当該決定を事後的に、修置・変更し、農握を課すことがある43。

また、殺虫・除草蓬では許可後のモニタ嘆ング（馨＆磁z擁総s灘gs灘。盤童。ぎ沁墓）、

医薬品では毒藪後コント寮一ル（饗＆c益搬＆窪t嚢。賞賛（｝豊艶）という特1数的システ

ムにみられるように、経営者・製造業者及び消費者・第三者慧、馨スクに聡す

る知見の恒常的な獲得とそれに応じた1タスクの新たな評懸というサイクルの中

で独嚢の位蟹を有し、科学水準の動向を単に観察するのみではなく、積極的に、

撃スクに聴する知見の獲得努力をすることとなる。このような琴スク決定の継
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続的コント欝一ル義務は、後連するとお鯵、この領域で典型的な不確実姓の条

件下では、遍剰介入・過少介入禁重療購の発想な》し擬律1ま、不完全にしか購

いることができないから、それを補填するため手続的に購成さ概たものである

といえる。

　このような琴スクヘの蟹家による対嬉の基本は、1タスク領域における知見の

欠麺を、1タスクに関する椿鞍を決定時及びその後も継続して薄及的に収集・評

鰯することで調整しようとする点にある越。このような状溌下で行われる撃ス

ク決定は、一方では、当該科学技術の専門的知見に俵存すると共に、政治的・

経済的懸纏など多様な比較徳星を必要とし、変動性・動態性及び複雑姓によっ

て特徴づけられるから、簿スク行政」法は、法的安定性などを要請する伝統

的な法治蟹的行政法とは緊i叢躾灘系導こある婚。この点線、行政法学1こおける半彗欝蓄

余地の議論や、「対舞鶴」拘束力のある行政媛則、行政行為論（第三者効、法

効果の一時性や撤罎論への発展）、鴛政手続における科学技術の奪霧家の聡与

などの手続論、許認蕎決定の柔軟性の纏持、継続的監督法麗係における権秘義

移譲、不纏実性の条件下における過剰介入・過少介入禁止原則の鍛接いなどへ

と展饑していく磁。そして、婆スク行政「法」は、不確実性の条件下における

行政決定への法的韓慈、とむわけ、科学的に正当化された1タスクアセスメント

結果へ行政決定を拘束させたり、蓼スク事穂翫慮の可及的な合理化を要請・義

務づける点が、その特徴であるといえる4了。

3　勝スク行政法における手続化

　手続的法（甦Gze6蟹a茎es艮ec猛）ないし法の手続乾（Prozε6欝a茎媛e欝欝9

6es霞ec擁s）という機念設定認は、異体的には、①立法者に難して新たな手

続的な綬整形態を推奨するものもあれば、②覇存綬範の解親を通じて手続釣橋

範として新たな意味づけをするものもある。⑫は、法定立・趨繕のプ霞セスを、

実体法的焼範とは一応窮む離した法適屠者の活動、とりわけ、法媛命令等の幾

籠定立、事実認定・要件へのあてはめ・実権・審査を中心にして、それゆえ、
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不確実性の条幹事における行政決定の法的鰯舞に関する一考察（下歯憲治）

それらに携わるあるいは縫与する行為者の役割をも含めて、掘握しょうとする

ものである鎗。

　①では、馨由法治醒における条件プログラムから実質的法治騒にお謬る未来

志露の目標プ鶴グラムヘの移得の結果、法の離郷能力が極めて弱体乾し、ヂ法

治覆の危機擁であるという認識をベースにして、それぞれ法治覆原理における

矛疇を解消するための新たな舗御そデルとして、麟御された欝己鰯御とか、コ

ント欝一ルのコント濃一ルと響ばれる被会の自己鰹御とその§a舗舞のプロセ

スを修正していく手続的法を提案するものがある鎗。また、そのようなアプ讐一

チと本質撫こは異な鯵、社会システム謙こ隷ナるオートポイエシス譲をベース

にして、社1会を榛成する各蕩分システムは自己準鑓と露有のダイナミズムによっ

て特後づけられ、システムを皺む養く覆境としての飽藻分システムである法に

よる麟籔1は、システムの自己修蓬の鵜激（立法による騒音）に遜ぎず、愛一ト

ポイエシス的閉鎖性（3滋。夢。童et隻s磁e　Gεsc嫉osse漉elt）によって・システム

そのものを法によって直接に舗舞することはできないものの、各システムの密

己舗簿にすべて任せるのではなく、その嚢己霧彗舞の串発点である自省に難し、

各システムが環境としての地部分システムとの関わりの申で欝らの役割を確定

する麟激をあたえることで、一定方向へと方講づける、覆境条件の設定という

閣接的方法で操作できるとするものがある5㌔

　特に、社会システム論的選解に関連して、「状溌舗御（Ko盤e濃s艶麗r灘区）」

という機念を購い、たとえば、事業断内における事業所委員による義務的

（o糠ga勧r｛sc瞬自己コント欝一ルないし自己監督のように、睡家が私経済主

体に、外部による決定ではなく、対内的な構報・学習・§己コントロールプ露

セスを設定し、私人を、望まれる公益に寄与するよう任意に促すことで、嚢己

認識毒嘱繍に｛糊することから、喰翻副と名づけているも鋤協る52・

また、社会状態の鰯舞を目標とする法は、被会科学における議譲では、介入主

義墾法（塾teτve簸t麺類st重sc盤esR8c鼓t）と騨ばれ総、それに対し、トイブナー

やヴィルケなど社会システム論の立場から、新たな法形式、すなわち、桂会に
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行政蛙会議集　第葺巻　第3弩

渇する蟹家の中央集権的幾舗で縁なく、社会に端する分散的な幾整が機能しう

る場合に着羅し、ポスト介入主義型法を探究する試みとして、「嚢省約法」が

主張された騒。この霧省約法譲では、露家法による蛙会の麟舞、特に下命・禁

止、穫税と経済的鵜激による麟舞は、いわ塗る「媛譲のト1タレンマ」、すなわ

ち、第一に、各システムが、権互に地のシステム再生産にとっての有為盤基準

を尊重しない介入・影響iカの行｛吏が行われると、その要求は携互のシステム懸

で無撹され（権互無援）、第二に、仮に法システムが対象のシステムにその必

要性などが認められ、介入・影響力の鴛使ができたとしても、鰐象システムの

霞己再生産1こ大きなマイナスの影響を及ぼし⇔塞による縫会の不統合）、第三

に、遵に、法システムが対象システムに取鯵込まれると、法システムの自修の

自己再生産に緯書が鐡てくる（鮭会による法の不統合）、という。その結果が、

「霞省約法3の生成であむ、将来の桂会麟御の重要な媒介として、意思決定に

おける手続を重視している点で、「手続的法董と騨ばれる騒。しかし、この種

の歓会システム講の観点からとらえられる懲省約法は、法治蟹療選・蔑主主義

原運を十分に踏まえていな熱ため、自省的法ないし手続的法の主張が、無条件

に法システムを蝶介にした政治システムによる縫システムヘの影響力の行使を

導くおそれがあるなど、選i代のスタンダードからみたとき、歴史的発露プ葺セ

スの遂行（嚢嚢。装e藍w童。羅t膿g）ないし遅滞イ乞（殺綬aダ｛盤e貸三盆g）であると鏡享ll

されている誌。

　このようないわばシステム間調整を法システムが覆うような鍵講構成につい

て、社会システム講内においてもさまざまな理講的麗麗が捲矯されているため

簡単にここで譲むることができないし、この議講そのものを建灘からここで講

じることが本稿の目的でもない。また、本稿のアプ冒一チは、①の認識ないし

分析手法やその帰結を開題意識として踏まえながら、⑨の意味での「手続的法」

ないし葬法硲手続化3であるから、本稿では、記述ないし分析機念として、

「霞省」、1｝フレクションの最も典型的な内容である絡らの姿を窪らで確認し、

改善する3という意彗未でもちいることとする。
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不確実性の条糞下における行政漢定の法的麟舞に関する一考察（下出憲治）

　嫉会的事実関係な駕・し社会麗係の不確実性が高まれば、法の鋸分的な畿実体

化、すなわち、①琴スクないし不確実牲の領域において立法者自身が内容的覇

懸をせず、⑨立法者窪身の行動余地を可及的に未確定のままにしておき、③自

らの誤った意想決定を防止するという醸癖が認められ57、その裏返しとして、

行政にとって1ま、議会舗定法によるコント膨一ルな塾し麟銀の減退により、霞

らの鵯籔による社会形成任務が雛大してくる麗．この点で、憲法から塵接導き

鐡すことのできない意思決定事項は、特鷲4）鉦統髭が必要であるαそれゆえ、

選挙で選ばれた立法考が憲法を異膠化することを要するものの、不纏実性や複

雑牲の支配する領域では、実体法そのものも必然的に不確定内容を定めること

にな馨、実体法を異体イとする際の決定発発手続が重要となるし、強護：に技術的

な問題領域（たとえば原子力の秘罵）で「法と技術との闘の法的無人地籍1化を、

手続法のみが醗止しうる」59のであるから、法の任務は、要件と効果を懸霧翼

鯵的にあらかじめ設定することよりも、騒麟の意思決定にあたって重要な諸要

素を探知し、収集された精穀を駆硬し、それに基づいて決定するという構造を

生み鐡すことに重点をシフトすべきであるという主張が有力になってくる鑓。

また、予灘や比較衡量を要する場合のように実体法による燭律内容が未熟ない

し不能な離分がある§至とか、動態的事離断縫案に十分薄紅できず矛覆する基準が

あるとき、憲法上の保護目標の達成は手続的に保鐘されなければならないこと

は一般的に支持されている§2。それゆえ、穆スク社会雌では、醗家1まもはや

不知未知で1論隷ず、起こ鱒る危験を予想し、藪に責鞍脆灘をコ

ントロールするのに役立っ知見を獲霧・収集する必要があり暮靴そのため自己

擾整という新しい影式が導入され、法または行政も、第二次的董タスクに講慈で

きるよう「学：欝」し、新たに傷られ，た認識・知見を纒続的に反硬しなければな

らなくなるのである灘。

　地方で、「手続的法並ないし「法の手続化］論に対しては、もちろん、競鵯がな

いわけではない。ここでいわれる手続は、実体法の単なる補充総聡蝕z懸g）

としての役割から、発会にその代わりをするもの伍rs滋z）まで考えられ・特
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行致社会講集第算巻第3弩

に後者に蝿して、さまざまな疑霧が投げかけられている罷のである。たとえば、

①意想決定プ・セスにお謬る参薦・関与者が鰻建されることから、だれを参簾・

関与煮とするのかが閣題となるし、科学鼓徳の専門家のみではたとえば懸値覇

懸力彗幸う霧鐘や醸界｛蓋を漢：定できないはずであるとか、⑫比較衡量要請の中身

で費絹｛更益分析であるとか、技衛的可能性という要素が墾確な実体法基準がな

いときに過大評簸されるおそれがあり、意思決定内容の蕊当性、法適合性・合

憲牲の保瞳が見落とされている、③ある婆スクが受容可能かどうかという問題

に麗し、残存のメカニズムで解決できない紛争が、侮らかの解決へ繕1ナた手続

を準臆することであたかも解決されるかのような幻想を握かせ、手続がア1ナバ

イ化してしまうおそれがある、④そもそも意思決定の手続を形成することで実

体法の欠鉄を包抵的に埋め合わせ’ることができるのか、などである。また、不

確実牲の度合いに癒じて、つまり、一定程度確定的な科学水準があ善、それに

基づくリスク麟舞プロセスは、官僚鑑が進み、硬直的になり、また、それが櫓

当程度科学的に不確実性のある領域へ波及するおそれも否定できない。それゆ

え、つぎにこのような各種開題点について験討を踏まえた謡分が多いと考えら

れるドイツーフスク委貴会の最終報告を撲試したい。

4　鯵スク箸珪手法の基本構造（欝イッ・蓼スク委員会最終鞍告を基礎にして）

　ドイツでは、水や空気のような篠質ごと、作業場や室内のような場（文賑）

ごとに、騒音規霧彗纏や室内空気の捲舞値から携帯通信機器に麗する轡主媛鰯基

準を含め欝鎗以上の基準がある。これらは、槍互に関連するにもかかわらず、

各種委員会ごとに覇定・決定され、その権互懸での講整もなく、設定されてき

た麗。この献溌は、効果的な琴スク麟舞を鰻害すると共に、鴛政庁と各種委員

会に渇する信頼の失墜をもたらした。以上のような認識を羨提として、法学者

を含め、各奪醤分野の藩究者らによる学際的な委轟構成からなるリスク委員会

は、2総3駕6月6隷こ最終報告書劔を連邦覆境大臣及び保健・社会蘇障大盤に

提鐵した。この最終鞍告書の内容は環境基準の設定手瀬を中心としており対象
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不確実性の条件下に隷ナる行政決定の法麟麟御に麗する一考察（下出憲治〉

としては限定されているが、かなむ普遍的内容を含んでいるので、ここで簡単

に分析したい。

　この報告書の支柱は、1｝スクアセスメント手続と転ク誉磁捲遷の評懸手続

との調秘を蠹毒鯵、　婆スク毒彗減季春置のノぐうンス評懸をよ鯵琴導学的1こおこなうこと

や露U及び羅際的な環境・健康基準との講鵜を蟹聾、その効果の向上に資する

ことである。また、舗度的な改革提案の中核には、1タスク評議会の設鐙がある。

そして、コミュニケーシ還ンと参擁による歪統イヒに麗達して、婆スク麟郷プ慕

セス全鯵の統合的要素として婆スク欝ミュニケーシ董ンを挙げるとともに、ア

淳スク警邏 　　事蕪季続
｛ス糞婆一籌ン鐸、　漿ン

毎ン舞舞ス難一ピン鑓妻

琴スクアセスメント

舞蕪｛馨囎鋤鷺露
悪懇談建難業編魏盗

難戴実縫簾熱線等

監撚評獲

騰靉靆慧

灘
翻 覇気タ艶懸ス鍵ン郵

　繕学鵠楚蟄

講靉靆癒

纏欝欝麺蜀

彗ヌタ蕪懸

彗スタ欝£並二蟹一撃聲残透i饗靉

靆一｛　夢スク麟舞プ窪セスの機観
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蕎政娃会講集　第葺巻　第3号

セスメントにあたって祇会的・政治的保護§標設定が重要であるから、娃会的

アクター（関係者〉の意想決定発見プロセスヘの参撫も重撹する（籔一圭　彗

スク麟簿プロセスの籤親を参熱、幟震：誌sc撫ssむ磁。雑6er盆量s轍。論難癒鯉礁S・

28〉．なお、後襟掘資料の濫枢ク簿獅手続の機観俵一2）とその手顯纒一2）転購

造麹遅解にとって鳶意義であると患われるので、あわせて参熱されたい。）。

　瞬委員会の最終報告によれば、轡科学的琴スクアセスメント毒鱒スク饗理の

経済的・技衛的・社会的及ぴ政治的な比較衡量の観点から影響を受けないよう

にするため、科！学的分析と政治的評懸の瞬確な分離、（2跨スクアセスメント及

び琴スク管理における透明1塗の確保、（饒公衆とのよむ広範なコミュニケーショ

ンと参穏、輯讃整の任に当たる婆スク評議会の設麗が4っの中核的要請である。

これを実現するための欝プログラムを講委員会はさらに擾察している。すなわ

ち、まず、菩｝スク麟霧という全捧枠緩を設定した上で、その中身を事薦手続段

曝、鯵スクアセスメント襲踏、鯵スク評癒段踏、そして、陰スク管礎段搭の4

段踏に区分し、そのリスク麟郷にかかわる手続的提案として、①謬スクアセス

メントと1ナスク管理の瞬確な機能分離が必要であること、②婆スク講御の麟縫

として、菩タスクアセスメントにおける保護目繧等の枠緩条件の確定と鑓理の優

先纈雛設定が必要であること、③琴スクアセスメントには高度な透鋸盤と科学

的厳賂さ、そして、媒質ないし状溌（場・文賑）による一貫性をもつ一義的明

白で検証可能な手続が必要であること縫、④蔭スクアセスメントを類推して、

婆スク管理も購白な手続焼準が必要であること6§、⑤利害§§係人と挫会集懇の

意思決定発見プロセスヘの参撫は、対象1こ露した（sac嬢重磁）、戻主的で法治

国的でなければならないこと鴇、⑧讐スクコミュニケーシ葺ンは讐スク麟御プ

Pセス全鯵の不尋欠な構成要素であ鯵、早難にかっ包抵的に尽力されるべきこ

と賢、の六提案を挙げる。さらに麟痩的提案として、⑦蔭スクは早甥に認識さ

れるべきであむ、瞳スクが多数にわたるときは、広域1こわたる早難警萩システ

ムを凝度的に定めるべきであること、⑧多数の委農会からなる残存の勧善・諮

問機関縁、麟減されるべきであること、⑨撃スクアセスメントを撫速し、最適
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不確実盤の条件下における行政決定の法的舞舞に関する一考察（下由憲治〉

化し、その透瞬姓を高揚するために、ヨーディネイト機関、すなわち、獲境関

連健康蓼スクについて購書・審議するため老タスク評議会を設置することη、⑱

環境関連健康嘆スクの皺む籔いを類推して、難境1タスク講舞の講秘と改革に尽

力する必要があること、を提書している。

　本稿の目的から、ここでは、リスク麟舞め基本購造を手続的に縷説したい。

琴スク委員会の最終報告によれば、鯵スク行政の任務をおおまかに鰹領域（表一

茎参熱）1こ分1ナられ、①琴スク瞬定？3ないし事繭手続、⑨嘆スクアセスメント、

③1タスク評懸、④号スク管理である驚。①事前手続は、侮を婆スクとして認知

するのかなどの溝定プロセスや同定された鯵スクヘの蝿癒について優先纈綾の

ランクづけなどの事羨評懸等のプ欝セスである。②サスクアセスメントは、礫

塊・健康1タスクの特盤から、第一次的には轟然科学と披講の任務領域であると

いえるが、①で§標と方針を与える政治的・焼範的に設定された基準が必要で

ある篇．この規範的基準は、保護鰐象（録護法益〉の選毅と、謬スクアセスメ

ントで基準となる保護水準、講査範盤やその程度に影響を及ぼす基準である。

それゆえ、③彗スクアセスメントによる馨然科学的評懸は、政治的・被会的評

懸を行う喜タスク評懸（これを事｝スク管遜に含める考え方もあるが、本稿では、

議論を整理するうえでも分けて論むることとしたい。）から完全には独立した

表一薄　5つの中心緩怠幟農：醜s醸蹴掘蝋磁r灘救。泌磁極ss圭餓2§暮3、S・麟

キ　一　擬　念 雍　　　　　　　　　容 英　誘　表　承

婆　ス　ク　舞　御
季ヌスクアセスメントと事繭手続を含め撃スク奮謹の全

vロセス
錘磁a醸ys壷s

箏　欝　手　続
懇題罐綻（たとえば、事麟響懸、獲麟難砂設建）、

��T繧等の粋繊条簿の確定

sα麓識＆，soO識琶，

窒￥Ji昭

婆スクアセスメント
亀害鑓の弱建から写スクの建量的な特鍵掩握までのプ

鴻Zス
rls麹＆s麟s灘e魏

｝｝　ス　ク　謬　旛一
（轟然〉科学的彗スク評懸

妺�I・致治鰹3スク評懸
臨藪e鴨蝕磁。養

移　ス　ク　讐　獲
異誌乾・実縫に幾する雛灘の翼定及び選探から蟻溝の

貞M
搬藪艦盤暮e灘e撫

　一藤
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領域と1誌・えず、政治的・社会的評懸と権互影響縫係にあると疑う方が適燐で

ある．そして、瞬定されたリスクからいかなる給桑が導き畿されるべきかにつ

いては、摩スクアセスメントによる自然科学的評懸とは異なり、瞬定された｝ナ

スクが受容可能か、予紡・事麟醗癒のきっかけであるか、肇スク知見の獲得・

収集が今後とも必要か、また1ま、鯵スク麟減・躍進措置が必要かなどを験討す

る政治的・焼範的竃｝スク評懸がおこなわれ、④受容できないと評癒されたl／ス

クに韓癒する手法と矯置を確定する撃スク管蓬がある。

　琴スク譲簿の手続的構成の特殊性は、とりわけ、内容的な基準が少な墾ない

し基準がいまだ設定できないときに、その後さらに短見の獲得や収集のみなら

ず、不確実性を麟縫として、意思決定を手続的1こ構成7§し、意想決定の内容を

確定な疑し一定の方鶴に導くことにある胃。このように不確実性に構造的に対

絶することは、絶険防陰や市場における各行為者の意思決定のみによって達成

されうるものでは旗・驚．薯｝スク管蓬にあたって、常にその背後で一定の保護

目襟ないし安全目檬が追求され、そのため1こ「学習雄が必要となるのであるか

ら、蟹家には、髄梓的コント欝一ルとして観察義務が諜されうる了％そこで、

舗嚢論や分析論としてではなく、このような観察義務は、法的には蕎を根絶に

して導かれるのかが、次に問題となる。

　さらに、閣題となるのが、瞬スク行政における髭較衡量要請をいかに法鹸こ

コントロールするか、である。鯵スクは、一定程度、白露の享受に嬉する必然

的な薄儀として理解された鯵、腰当な経済発展を藩提にする祇会蕾家も醜提と

しているととらえることができるから、蓼スクがあると鵯定されても、それを

もって塵ちに鯵スク紡陰欝置が講じられるわけではなく、柔軟な麟御を邊及し、

これら進歩や発露との講秘が追求される場合がある。憂益の追求・利霧を講提

として、嘆スク行政にとって典型的な不確実性の条件のもと、婆スクの受容と

繕避との間で可能な琴スク幾整をするという対箆鰭こポイントがある。このよう

な講造を薦提として、以下ではさらに、手続的構成に着鬱して、分析を進める

ことにしたい。
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不確実牲の条絆下における行政決定の法鯵籍舞に関する一考察（下出憲治〉

璽　不確実牲領域への介入とその正当化根鎚

歪　旺馨法にお浮る予紡漂麟の農雛

　鉱U蓼スク行政法の護騰にとって重要なのは、琶Uにおける予防療麟齢の標

題であ鯵、9Sεや新醗発食贔（翼ove董Foo6〉、狂U建学霧質窺麟の改革醗

の結果、導入が積極的に進められてお鯵、εU委員会の、いわば窪己拘束とし

ての裁墾決定82（£U委員会通知〉と垂一鶴ッパ裁覇漸の諸鵯決脇によむ異体

化されてきている。地方で、上記の翼U委員会通知のきっかけにもなった、睡

擦法、とむ献ナ、WTO法での予紡原則への取馨緩みも重要である鍵。すなわ

ち、WTO法は、総監蟹の環境・健康謀護利益を承認している一方で、盛宙貿

易競争に対する窪蟹経済の保護のため礫境・健康を横縫としてあげる偽装した

麟鰻、嚢虫貿易の難壁を防量二することも保瞳・確保しようとする。それゆえ、

馨スクの存荻を積極的に証鯛することが璽難ないしできない蓼スクに麗する知

見婁こよる舗鰻が当初は否定：されたが、予防思考が原則的に承認され蕊、この科

学的解瞬レベルでの翻鰻が許容され、その要件と限界の綬準が定式姥されてき

ている総。

　εU蚕糞会通知では、つぎの三羨撰があるとき褥めて、予防捲趨を講ずるこ

とができるとしている。すなわち、①科学的な方法でいかなる華スクが存在

し、どの程度それが高獲：なものかが瞬らかにされなければならない、⑧積書発

生のメカニズムが科学的に不確定であるため見込まれる擾害発生の蓋然性と帰

責可能｛生が包括的にi甕鑓されえな墾ときは、罎害婆スクが推灘されることで十

分である、③②の場合、人もしくは動植物の健康および理境に端する特理な危

験濾（Geね嚢鐙嚢）で不薄逆的な結果をもたらすおそれがなければならな

い。そして、予防措置を実施する際重要となる五つの鯵スク管邊の震準とし

て、①比携簾舞轡、②平等原則、③一貫性または譏種要請（K磯搬e賂臆w．

St糠醸塾e量総g＄む磁〉、⑧作為・不作為との関係での利益・不利益の比較衡量、

一i？一



行政歓会譲葉第賀巻第3号

⑤科学的発展段階との謁秘・整合盤が挙げられている。

　琶弩条約i鱗条2項2文に関し、ヨー賞ッパ裁講霧は、鷺び委貴会によるイ

ギ嘆スからの牛肉翰墨禁止鑑鐙について、「人の健康に端する危険の存在没び

焼摸が不確実であるとき、EIU機関は、この危険の存在と重要度が購確になる

のを待たないで、保護捲置を講じることができる雄勝として、予訪原則からそ

れを髭当化し、また、麟記狂騒委員会通知後、ヨー∬ッパ第一審裁覇漸も、抗

生鞠質を添擁された飼料によむ醗育された家藷を人懸が食べることで、人聞に

も耐性が生じ、貌生駿1質が効かなくなる可能性があることを蓬晦として、一定

の抗生麹質を鱗料聡添総鞠として換えることを禁正した£U理事会1こよる幾肇

が争われた事件において、登U法上の予鋳原躍とのかかわむで次のような覇懸

を示した蕊。すなわち、EU機縫は、予翻瓢紛遍織こあたって、1ナスクアセ

スメントの枠内で、IJスクの存在について及びその1ナスクが現実化した場合の

溝在的なマイナスの影響について議得力ある証鑓を提示するよう要求されるわ

けではなく、予鋳推選、したがって、予紡原則に基づく鑑置捻、科学的にはい

まだ検証されておらず単なる推灘にすぎない琴スクの純粋な仮説的考察をもっ

て根礎づけられることはないものの、撃スクの霧在及び範露について議得力あ

る科学的データによっては完全に証賜されなくても、措置を講じる鋳点で利溝

可能な科学的データに基づいて、十分記録によって裏づけられていると認めら

れる（難壁資r磁£鼓e狂透60髭雛驚ε駐擁2甕eダsc盤ε量盤¢簸〉場合にのみ講奪うるとしたの

である。したがって、狂騒法上1ま、裁覇擁からすると、予紡療麟は、賎に、

「法源嚢窮として適繕されてきているといわれている％。

　「鶏を矯めて隼を殺す」ことなく、縫方で彩あてもなく（塗s残綴ε膿簸e塗）」

行われる事醜湿憲への危娯§重に鰐癒するという矯点からすれば、このような狂

U法における一連の勤梅は、次のようにまとめることができる§2。すなわち、

》スク・不確実性に関する知見の欠敏を埋めるための措置を優先させること、

十分な婆スク知覧と科学的不確実性とを区窮し、後者のみが、予紡療舞麺）妥当

領域であること、1｝スクアセスメントにおける不確実性は、予紡旛置を講じる

一鰺一



不確実牲の条件下にお捗る行致法蓮の法麟麟御に関する一考察（下出憲治〉

かどうかの検討のきっかけおよびその藍当此とな鯵うるが、不確実盤の存在そ

のものが壷ちに嚢動的に筆跡鑑置を義務づけるものではないことを確認したう

えで、さまざまな政治的ないし法的諸原則および合理乾するための手続療雛を

設定している．このような手続的権威を拘束するものとして・たとえば・一貫

性原則があり、これによむ比較可能な喜タスクは原羅として同様に取蔽われ、婆

スク比較義務が根絶づけられることになる。また、たとえば、損害が発生しう

る「疑いがある」に過ぎないとき比鰍盤に適合する手段を選殺するため、さま

ざまな行為形式が検討され、その作為・不作為によ鯵生むうる結果が比較衡量

され、高度な保護水準を撞保するために名宛人に対して負握となる措鐙を講じ

る場合には、通常は費矯のかからない選択鞍を追及するという意味で、畔スク

決定には費矯痩益分析が必要となる。このような、と辱わけ、瞬スク便益分極

及び費霧便益分紙は、1タスク麟簿の合理化を翼鉢的に進め、その複雑姓を鰻定

するもので、撃スク麟減のためのさまざまな叢置結果を評癒し、ある犠質の凝

作灘、代替物の壁スク、その社会的醗分、誤った霧彗舞の結果及び評懸に当たっ

て存産する不確実姓の程度がその考癒鰐象となる緯。しかし、すでに繕摘され

ているように、定量的費霧便益分析は、不必要にIJスクヘの対慈を遅延させた

む鱗、費霧一ナスクを誰が負覆し、便益を誰が享受するかという問題設定をせ

ず、ある似ク拠・し便益が特定の人・集毯（しかも、瞬一縫代鰯1獲代か）

に集中する場合のあることが覧落とされることがある9暮など窺判が少なくない。

その点で、彗スク便益分析と費矯痩益分析で考癒される婆スク原獲者の保護の

ため、欝に、鼓衛的に実施可能な婆スク軽減搭羅かどうか、麩標達成のため1こ

負握要求可能かどうか、そして、窪スクの比較的少ない代替品・物を要請しう

るかどうかが問題として設定されるとともに麗、彗スクによる綾影響考には、

その引き受けの任意性と蔭己責任による婆スク端慈能力が重要となる蟹と主張

されてきている点は注§に値する。

　不確実姓の残存、すなわち、ノン1タケットの存続が前遽のような予防原購の

導入要霞、そして、壁スク管理捲置の実施要遜となっておむ、本稿の験討端象
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領域では決建的な意妹をもつ。と鯵わけ、食贔添擁勃のポジティブ彗スト建や

従来から痩矯されている化学物質の安全盤審壷にかかわって、「予隣」のきっ

か諺、すなわち、科絹可能なデータ・靖報や講査手段をもってしても不確実性

を解消できないというノン巷タケット毒素溌があるときは、予訪露褻舞1葬こ基づき、反

譲i可能な危験牲を推定することにより、証鍵ま是鐵：護蕪三の転換を雄かることがで

き、知見次元で優位に立つ1ナスク原遜者は、この推定を動揺させる事実を讃聡

し、その「合遷的蓋然性」について証窮しなければならないとする見解鰭が有

力である。この見解によれば、法治1蓋的根絶に基づく護i遜提鐵責任の要請は、

蓼スクおよび危殆｛と犠溌の積機的証擬ではなく、その金鑼的徴憑を示す事実を

挙げることで十分で、懸念のきっかけが合選的に根鑓づけられたとき、絞謹の

誤鯵ないし一定の霞果関係の推定を譲駁し、懸念のきっか畿を動揺させるのは

瞬スク原霞者の義務であるとするのである。

2　ドィッ弓スク行政法にお1する事羨翫癒猿鍵

　事羨醗憲（V鍵s碇ge〉とは、もともと安全性のストックを麟議することを

愚昧し、礫境や健康への撰害が嚢接鐸返に邉ってくるまで、すなわち、警察

法における危験が認定されるまで行i勤を控えるのではなく、辱スク事前醗欝

（羅s旗群蟹＄o聡e）の場合1ま、罎害が発生しうるかどうか確定的でなくても端

臨し、また、将来事蕪翫嶽（z臨膿髭騨醗so聡e）の場合は、撃スクを確定し

うるかどうかとは薄舞こ、撮害が発生する境界線までの距離を保持するため、罵

能な負荷軽減を縫撫して麟癒することである鱒。それゆえ、事前髭癒は、安定

性・確実性の代馬機能を糞すると評懸されている購。

　事蕪醗繧捲置を講じるためには、科学的に根麺づけられた潜査的な懸念

（響重sse簸SC負a継IC盗むegy登簸δe総s　B2SG聡媛S茎｝ote溢1＆翌）力量必要であって、縫粋

な推灘による（鋤雛耀麗鉾）畔スクではない。懸発の評懸縁、科学的にのみで

はなく、政治的にも評懸され、確実性の度合いなどの条緯に癒ごて、究極的に

は、社会的ないし政治的に決定される醗。なぜなら、と善わけ、残存婆スタ
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不確実性の条轄ぞにおける行政決定の法的麟郷に関する一考察（下震憲治）

が問題となるときは、　1タスク短舞，の鰻界線で專薄的科学的知識萎こよる認1当イヒ作

業がストップするからである。この空として礫境法において展麗されてきてい

る事繭配癒漂嚢彗については・学議上、その範謹と醸界について争われてきてい

る。かな鯵厳季各に古典的な危験防葬余1こ聾して決定していく玉璽解i麗から、　鬱然

科学上露果関係が不確実である場合、覆境に対するマイナスの影響が起きる罵

能盤があるという単なる懸念がある場合にも、行動が義務づけられるかあるい

は正当髭され、その結果、比舞原則を考霞したうえで、護鍵縫墨責任の転換と

ともに婆スク罎避をも馨撫すという見辮麟3まで認められる。

　ヴィンターは、ぎイッ法における事前翫慮漂則は、特に子離療購として銭誓

法に箆られるような方法譲的次発と戦酪的次元に癩え、実質的次髭と手法的次

元に分けられるとする鰻。すなわち、蘇者慧麟述の3一ロッパ第一審裁鵯辮

の甥決にも見られるように、方法講的に1叡蕃タスクアセスメントの実縫の捲示

があり、戦酪的には、介入すべきかどうかの決定の基準となる。そして、双方

の観点から、懐重に交響慈すること（V《躍謡。簸参、すなわち、　1妻スクアセスメン

トで慧、遜常、「受容可能と認められる婆スクの程度」の確定と実際のまた1ま

想定される負荷の確定（暴露評懸〉という靉靆からなむ、科学的不確実性が警

告解醸総搬w＆鷺澱§）のきっかけとなるのではなく、その特殊性（単なる叢

説か、鱗らかの童姿褻茎があるか）がi護1査されることが要請され、蕎；動ずべきかど

うかという決定（讐スク管遷〉の鰹、科学的不確実性は、搭羅を講じない縷縫

とはならないのである。ドイツ法の場合には、それにくわえて、実質的次元と

して、場辮的かっ時間的な遠鶴結果（艶r癒ol慧毅）も、特甥に感受性のある

保護法益に麟する娯警も、単なる負担も、縫い蓋然性も、婆スクアセスメント

に取蔭入れなければならないことを意味する鵬。手法的次元では、講ずべき

搭麗の蓑器露（盈se簸a蓋〉に該当する。すなわち、事麟翫縷は、この経連で、

予灘される擬害とは相対的に独立して撰害懇避のため利繕しうる最善の技鶴を

鼎・るべきことを意嫁する獅．

　このようなドイツにお1ナる事鋳翫癒の実定法基盤1ま、基本権保護義務と覆境
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保護の観点である躍。基本法2§3条の環境保護の観点から導かれる事繭翫癒

の場合、不確実姓の条件下での法的対慈力はそれ嚢体拡張され、未知の撃スク

は「覆境への負荷の原則的灘滅」によって抵減される購。基本法臆＆条は、

簸遷化要請を導き聾す購から、立法者は、自然生活基盤の保護を縫の憲法上

の要請を考慮したうえで、「可籠な範醗で最善に」実施しなければならず、多

くの翼懸纏の行動選訳肢の中から、察然生活基盤に最も負荷をかけないものを

選択しなければならない欝。それゆえ、覆境蟹家に義務づけられるのは、未

知・不潔の事態にも対応する「樗来事議麓癒諜であるとする見解もある騰。

　人の生命・身鯵への不再優等に臆する基本権の法的次元、すなわち、基本権

保護義務の観点から導かれる事醜翫窟は、婆スク領域においても、科学的に譲

遜づけられた懸念（厩ssg盤磯a蚕墨嶺醗gダ銭磁碗eβesor解童s）のすべてを対象

とする麗。もっとも、科学披講の水準によれば、実際には実現し得ないと認め

られる1ナスクは、残蓉菖｝スクとして事薦醒癒は必要ではなく、縫合的に権当な

負撞として被害者ないしその予定者が受忍すべきものと鍵解されている爵。

　基本権保護義務の範露と綴界は、連都憲法裁甥辮の裁覇携によれば、危験の

種類と程度、保護されるべき法益の重要さと保護の必要性麗と霧突する公益

または私的法益欝によって決定される。それゆえ、鋳述のとおり、懸念のきっ

かけについて科学的根絶ないし遷牲的根絶があるかどうかが決定的である。一

方で、「疑わしきは安全のため（盤面雛。飯。　sec麟tate〉」の綬譲が行われ

るべきであるという主張懸があるとともに、縫方で、比軽漂則や大鷺の認識

聾能牲の醸界などから、基本権保護義務は、蟹家に薄し完全な琴スクの欝除を

義務づけるわけではない搬こととなる督しかし、仮に一般論としてはそうい

いえたとしても、不確実性の条件下では、科学・妓籍でさえ、信頼できる判定

基準を欠いて》る場合が多く、地方、基本権保護は財政的な補填によって調整

されることはないi欝のであるから、基本権｛呆護義務に基づき、　撃スク講筵と

ともに、その信頼できるないしできそうな知見を求めて継続的な認萱と評愚等

の観察欝、そして、よ鯵よい知見が得られたときの事後改善が要請される欝。
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　基塞権（たとえば、職業の霞由としてのタバ3の製造と流通）に基づく響為

が縫者の保護法益に対する危験を惹起しうるときは、蟹家が危験防陰のための

捲置を講むることが至当化され撚、また、危験な施設の許認響の場合のよう

に、騒家自身が療襲となる基本権に鰐する撫害鴛為についても、基本権鐸護義

務が懇懇となる。このような場懸でも、統計的ないし地の科学的手段によって

後に癖気になるなど有意な差異が解醗・判明すれば、結果として健康であむ続

ける場合があっても、身体的献態は疾病への素霞が高まるないし強まるよう影

響を受け変乾するから、保護義務の蝿象となりうる鷹と指摘されている点は

注目されるべきである。地方で、このような保護では「平均的タイプ」の人聞

が基礎におかれていることが多いが、たとえば、子ども、妊婦、アレルギーの

ような疾病素襲を奮するものなどいわゆる「感受性のある集墜（V雌驚餓醗e

G胸脚）まにたいしては、保護の必要な醸に対鼠鰐趨誌らな炉盤。

そして、懸々人に資糧要求しうる婆スク、すなわち、残存婆スクの意思決定に

あたって、具鯵的な内容基準をあらかじめ設定し、十分な麟蟹を纒ることは、

短見の不確実盤のため不可能な場合があるが、それにもかかわらずその事実を

基盤にして意思決意しなければならないから、継続的な金蓮紀を求めて意思決

定プ窪セスの手続的要請が重要とならざるをえない露。

3　積スク決建！にお縁る手続的合理｛ヒ

　以上のような金鑼化・正当化のためのアプ欝一チの観点からすると、実体的

正当化象蓬としての競擁漂鍵や平等瞭馨等を無視するわけではなく、さらに、

それらとの密接な龍係を認めたtで、1ナスク行政法における、主として綴織法

的及び手続法的要請の主要なものとして、公麗・参癬の漂舞争透瞬性の確保鶴、

恋患決定の理由づけ義務鵬、比較衡量要請（婆スク“チスク分析、婆スク・

便益分析、費灘便益分析〉、蓋礎鍵鐡責｛壬の転換及蔚タスクアセスメントと婆

スク管理の機能的分離2？などが挙げられる。ここでは、奮タスク決定の継続的

金運化要請としてのその時々の科学的知覚を駆使する義務、リスク決定におけ
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る事後酸善義務ないし結果反駿義務・観察義務に絞って、整理・検討をすすめ

る。

　撃スク行政法における比興療雛適合性の確保については、たとえば、£U食

贔基本焼難7条は、

第七条　予隣漂麟

①　利羅溝縫な情報を十分分断した結果、健康に有害な影響を没ぼす薄能姓懸確

　認されるが科学的峯こはいまだ不確実琶三があるような一定の場合には、R馨霞で

　簾縫される嘉慶の健康謀議水準を確課するため、包抵釣書タスクアセスメントを

　ぞテうための更なる科学的椿幸嚢毒∫提縷されるまでの欝1、一霞寺的な｝タスク餐華翌璽撥鏤量

　を講ずることができる倉

②前項の趨走に基づく搭灘は、比興漂舞彗に躍ったものでな浮ればならず、技徳

　的及び経済的な実施羅能盤その縫関係する事実がある場会には考憲に纏する飽

　の諸要素を考癒した上で、雛」内で藻灘される高獲の健康録謹承準を達成する

　ために必要な程度をこえる取雛鰯鰻をしてはならないαこの捲還は、確認され

　た生命及び身｛本に麟する鯵スクの種類、及び、科学鯵不縫実性を解翳し包鱈的

　辱スクアセスメントを行うため必要な科学麟嫡輻の種類に感じて、遜燐な難懸

　内に晃蓬されなければならない。

と綬達しているとおり、予訪捲置の本質的要素は、その時点で麟絹可能な情報

を駆使した結果、いまだ健康に有害な影響を及ぼす可能性の存否に不確実性盤

が残るとき、更iなる1メスクアセスメントをするために一時的揚蓋（たとえば、

使罵の一時的禁比や構報収集のための講歪など）を行うことができるようにし

ている点に箆鐵される。その際、一般論としては、権鰻行使にかかわる法治露

原選1の基本的要請の一つである比携1票饗喰こ鞍することはいうまでもない。すな

わち、鯵スクアセスメント結果に基づき、ぎタスクが許容範題を超えていると認

められるとき、いかなる条件設定、いかなる婆スク獣織措置を新た1こ奪えば鞍

スクが許容範雛内に収まるか、が考縷されなければならないが、それは瞬時に、

私人の彎曲領域へどの程度の手段による介入が許容されるかという比溺原則に
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よる鵯姦を必要とする。ただ、不確実性の条件下における行政決定では、過剰

介入禁止と遍少介入禁止をいかに覇足していくのかが明確にはならず、実績的

ではない、それゆえ、仮に一般的に妥当するテーゼがあるとすれば、肇スク麟

旛による介入は、原則として、鯵スク離職の最高水準（（）舞雛駿搬〉が達成さ

れ、瞬スクを孕む技術や経済湧動それ嚢体が不可能にならないよう負握要求す

ることであるとされる難。地方で、このような従来の実体法原理である遍遜

介入・遍少介入禁壷を、いわば手続法的原蓬としても購成しようとする試みが

ある欝。つまり、この遍剰介入・遍少介入禁止要請は、録護法益の重要性と

その必要性を根挺づける婆スク知見の評懸、そして、霞蠹毒への介入の程度に

よって確定されるが、これら各要素に確実性があるときにうまく機能するので

あって、不確実性の条件下では、十分に機能しない、それゆえ、よ鯵よい難箆

が得られたときの観察義務と事後改善義務へと変換され、辱スク予防の手続的

保護プ覆グラムとして位置づけられるとするのである叢。したがって・たと

えば、E　U食贔基本観則7条2項によれば、継続的な婆スク鱗籏の枠緩みの申

では、そ騰々の予防罷1誘くまで塒蹴もので効・翻な騨内の冤

蓋しが義務づけられていると理解されるのである。

　このように生命・身弊・健康という高次の保護法益は、露家に、法律の保護

コンセプトが社会的現実にどう影響を及ぼしているかを観察することを要請す

るとともに、法律が難待された保護効果を実際に発揮しているか、また、その

コンセプトあるいはその実施に瑠擾があ鯵、過少介入禁止を縷髄づけるかどう

かに弱し、適時に適窮な方法で確認されなければならないこととなる玉32。地

方で、このような保護義務と毯密保瞳という双方の観点から、野あてもなく」

恣意的な予紡欝遣が行われないよう、薯タスクアセスメントにおける科学的短見

の駆使義務（εU食品基本幾劉6条2項）が必要となる。不確実牲があるため、

何らかの綬麟を換えるか、あるいは、侮らの捲麗もとらないか、どちらの状濁

下にあっても、最新の知見を溺疑るとともに、継続的に合蓬乾し続ける義務が

あるのであるG
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おわ》に

　法による琴スクヘの対応、すなわち、法的蓼スク麟簿は、危験防除を嚢標と

する代わ暮に、十分な予灘根擁がなくてもしなければならない意思決定の合遷

化と知箆の一時性に繹うコストの鰻定を羅標とする。それゆえ、琴スク講御に

とって重要なのは、不確実盤の条件下で行われた意思決定の不可逆性を受容・

團避できるようにし、決建後も、その鶴然盤に端紅できる意思決定を手続的に

購成することであるといえる。

　不確実性の条件下での意思決定は、決定麟と決定後の認識ないし想定されて

いた結果が変化することで「差異ゴやヂ誤差」ないし「邊誤」が生じることを

想定して行われ、差異・過誤の受容あるいは速やかな修鑑等の婦感が要求され

ることになる。その場合、どの程度不確実牲を抵滅するかのみではなく、どの

ように不確実性を取鯵籔うのかも璽要となむ、その対応を購造免する必要がで

てくる．そうであるとすると、法治主義的発想と衝突する柔軟性の問題がでて

くる。そして、この柔軟性によむ、懸々の問題状溌に臨む、焼籠に基づく演繹

的な意思決定発見プ霞セスではなく、コンテクストに蟹存し状溌に適合する藪

鐘率継霧が行われ、それによ鯵法的拘束1カある活動が正当化されるようになる。

地方で、不確実牲の条件下における意思決定の金建牲を可及的に高めるために

は、意思決定の柔軟性や複雑牲を麟醸しなければならないのであるから、癒互

の要請をいかに確保ないし楊互に補填・講整するかが課題になる。このような

流れの中で、婆スク舞舞の憲省的コント濃一ル、すなわち、意思決定内容・事

項の可逆性（取消・撤懇可能性〉、鰯鰻村鑑羅・可逆的矯羅などによる調整が

重要となるのである。

　本稿で験試した1ナスク麟舞手法は、基本権保護義務及び礫境保護による蓼ス

ク事前配癒の手続的要素を実現するものであるといえる。危験紡除による嬉嬉

が遅れ、縫方で、辱スクに繋する予紡ないし事前配意の際限のなさ、その購の
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ジレンマを打露する新たな手法として婆スク麟郷“タスク分析がある。この手

法1ま、一方で私人（懸々人や事業者）が広範で体系的な椿鞍収集、それに基づ

く科学的評懸（アセスメント）と1玖ク嘆膿撫沈鬱織について自己貴嬢こ

よって行うマネジメントによって特後づけられる麟藏もあるが、縫方で、婆ス

クアセスメントや琴スク管理という機念を霧いることで従来の経験に裏打ちさ

れた警察法解毅の代わ鯵に、合鍵的な介入を根擬づける雛形式がつく吟だされ

てお鯵、この点を中心にして本稿では分析を進めた。そして、そこで問題とな

るのは、だれが琴スク低減措置の鍛幾または適正について証撚提出責任を負う

か、獲得可能な撃スク麟減と比較して、いかなる程度の費霧が琵籔姓をもっか、

どの程度のそしてだれの費絹で馨スクアセスメントが行われるのか、だれが最

終的に掬糞力ある評簸をするのか、擬害発生麟にごくわずかな琴スク捲標纏し

かなかったあるいは捲標短がなかったが、撮害が実際には発生したときはだれ

が責任を負うのか、など更なる綾討課題が出てくる。

　さらに意思決定者と想定される被害者の穣違という社会的次元の霞題のほか、

靉靆の琴スクか、未知の事タスクか、あるいは、販議上の撃スクか玉33、という

短晃次禿の鷺題、比較的単縫な直線的霞桑麗係が認められる1｝スク現象と、複

合的な原鐙による嘆スク現象という霞果関係の賜題、比較的短難懸のうちに懇

題となる軽スクか、長購的尋こ問題となる1タスクか、という暗闘次元の権違など、

さまざまな観点から分析することが必要となる麟、いずれにしても・縷害の

質ないしある披講・犠質等の有害性の護合いを主として問題とする実体法的ア

プ礁一チと知箆の次発などを霊として問題にする手続法・綴織法的アプ霞一チ

を総合して考察することが必要となっている。前者の観点のみでは、安全と危

険（琴スク）という二纏講的帰結をまねきやすく、根挺のない覆家権力による

介入や、賎に重大な被害が発生した後の極めて遅難した介入をまねくおそれが

強熱ものといえる。それゆえ、知見が十分確織たるものでない靉靆では、双方

を総合的かっ霞省約に考察する必要がある。

　以上の検討をふまえ、今後、ΣU、ドイツ及びわがくににおける不確実姓へ
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の対癒、とりわけ、医薬品や化学暢質、食品などの物質・製品法や有害勃質の

撰趨や亀験物の施設管理などの施設法・環境法における箒スク麓舞の法構造を、

懇舞1的に比較、分極することとしたい。また、購鋳に、飽者の婆スク決定によ

る被影響者に端する法的保護と藝己の琴スク決定の録鐘という観燕から、食品・

化学秘質などの表示麟度や公表などについて、手続的蟻成・講造の観点からい

わゆる1タスクコミュニケーションについても、験討を換えることとしたいゆ

韓馨議 本稿作銭に当たって、と鯵わけ、ドイツ蜥ポン大学ディ・ファービオ教授に

　　は、文献蔽集を含め麟究条欝・の整騰に転癒いただくとともに、さまざまなアド

　　バイスをいただいた。また、エアフルト大学シェアツベアク教授及びライプチ

　　ヒ大学クェク教授からは、講演漂稿や教授賢路論文の漂穰をいただくとともに、

　　精穀交換と麟激的な議講をさぜていただいた。ここに記して御礼申しあげたい。
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i　　〆茎書落》ε♂，醗｛シ縫董。｛難髭　〔襲｝s　｛」董捻≦ζ呂簸墓s　憩童t更｝資暮ew童ss義e量紅童登二Sc簸雅量｛髭一A露礁a欝欝〆

恥蓄無a無載量磯（翫sg．〉，漉譲｛X漉藤Verw3皇継簸暮Sダec嬢S頼sseRS磯a鼠

　2〔妻｛｝違，S．327，S．32唇48㎎，R孟sま藪。灘3簸age灘e簸竃量澱　｝≧ec睡tss奮aa童　農醗　登e蓋s夢量e垂

6eで腿｛）ve亜Foo逐一Veyoぎ（量灘簸簸蓼，ZL嚢　ig98，375，37？．

2　　R．膨θ賦更》重e　衰量s韮ζe叢　6es　裂垂s鑑。鷺。｝登s，塗：　Boダa　（｝｛ys欝〉，　盆εc｝篭t重重〈｝鼓es

　羅s嶽G驚3難墓e盤e鼠澹鱒，S．§5，8§．藤壇総子「科学政策講」金森修・中島秀

人編著匿科学譲の現在まi騒頁（i5§頁）（甥草書房・2§奪2葎）。

3　　盛と　翼菰θ鋤l　A登鵬．2，S．7き．

嘆　たとえば、畜類肇子防スクとっきあう遜（欝養鰻・2韓§年〉齢翼以下浸び中

　谷内一也灘環境琴スク心選i学誰（ナカニシや墨叛・2総3年〉。

5　たとえば、海鋤，騒s撤。，2§暮費，S．欝猛；瓦欝紹鋸髭為，む礫脱蓼rl餐6鍍

　互》r31｛t童sc魏e鍛　Veむ賞雛養蚕竜　量套　6er　l雛盤st童s｛：鼓e鷺　Aτ9誠搬e鷺tat童。簸，　2〔）｛X｝，　S．88　凱1

欝漉，ぬ嫉G謡e臨盈OS重e慧εy瞭菖a茎s　A被ず琶a漉6es盆ec盤ts，童簸：Gawgl

（翫s奮．），醗量z墨e麗鹸鯵盤wel重rec簸も2暮綴，S．27亙（28護∫．）IS跳躍げ擁鎗，

Tec顛敷簸雛　U鐙we蔓tごec絃1盤：S磯磁e　（翫sg．），Ra難曲慧漉趣s
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不確実牲の条件下における鴛政決定の法麟舞舞に関する一考察（下出憲治〉

　Tec輸盈鷲。嬢s，2§総，S．艇§猛またこ硲点1こついては、藤壇格子r奪稗知と

公共性誰（葉大鵬藪会・2総3葎〉鴛i嚢以下参無。

6β磁s2，銭e撫雌灘6A騨澱磁6e影裂量s嶽。重蟹s磯糠暮，三筋：曲s縫s忌），

衰童s轍。素。でs畿澱奮簾sc嚢ε簸跳躍搬r臨騰経董競癒sz騨難ar灘，溺§，S・

28£もちろん、不確実盤の条簿下における行政決定、と吟わけ、彗スクのコン

　ト讐一ルに関する法麟梓緩みや麟約の棲討に際し、人権・権舞探護と購時に§

　臨｛呆瞳とのコンフ1タクト憂）一場藤として、「残存琴スク」の籟翼をい力擁こ、　どの

　ように確定するかあるいはされているか、について詳纏な分新が必要であるこ

　とも確認しておきたい。ただし、それにも、三二っの異なる麟藩がある。つま静、

　騒々人の1タスク決定1こ薙｝羅する開題領域とその醐題額蟻を超える縫合的決定の

　必要なものである。鋳者は、騒々人の覇籔を尊重すると共に、懇々人が十分輝

　懸できるよう条件整鑓（たとえば、危験椿報の公表や霞品表示など）をする必

　要がある問題領域である。それに繁し、後者の開題領域では、鮭会的決定に韓

　う一定1の負握（不琴至鎚蓋）を一建彊〉ものに強疑ることにな善うる　（いわ塗る懸人

　に繋する負握要求）から、いかに意見が集約され、決定1こ至ったかなど、意思

　決定のしくみや手続の公蕉さと透購性が重大な縫心事となるのでこの点を念頭

　に護きな霧ら分極を進めたい。

7　V琶董．L麓舞鶴観麓韓，Soz童。豊Og量e6｛｝s衰総量裟（》s，董99茎，Sj85戴つま馨、ここで1ま、

　単純な線形の霞果縫｛系によ吟、彗スクが灘定ないし算定されることもあるが、

　近葺三とむわ謬問題と慧っている礫境あるいは健康問題の傾壊では、複雑性に代

　表される櫨互豹・複合的鐸繕縫｛系があることを懇莚されたい。

8　　80箆8，　Vo搬　盆圭s茎裟。，ig§5，S．29i　董£；Sc㎞み㎎，食至s垂藪os電e雛eぎ猛襲菖　《墨継rc蟹

　Ve虻wa至t縫登≦ζSでec｝至重：　｝…ザ盤6菖簸£薮斑｝9　　雛麗｛重　登89ぎe礁Z縫簸琶　　VO嚢　　基盤登0駆a老重0簸？，

　VV至）S穣L62（欝奪3〉，3然4，2算．このアシどバレンスについても、ある建学

　麹質を新幾に縫合的羅霧に躾するとか、いまだ被害は発生していないが被害が

　発生する罵能性が韓らかの科学的根鑓に基づき認められるとか、または、すで

　に被害が発生しているものの原霞が十分にはわからないなど、さまざまな場合

　が考えら翻る。異鉢的には、藤垣・前漣5、琵4頁以下の翻によれば、0－i欝

　にかかわって難題となった来確建の段躇で汚染灘と考えられる食畠を公表する

　ように、義に食中毒（身鉢・健康ないし生命に繋する鞍害）が発生しておむ、

　それにいか1こ蝿鑓1するかが欝i題となる羅｝懇（魏わば亀験跡陰ないし危機管撃の

　鍵懸）では、汚染漂特定の確実性について専鑓的に妥当と覇薮される葛度なも
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行政社会譲葉　第葺巻　第3号

　のを求めるとその特定に椿轟な時懸を要する。しかし、「予鋳」（ないし擾害拡

大の跡比）の観点から、よむ緩い水準の講甕結果に基づく覇建をもとに、公表

　その飽の講らかの麟慈を、今、とるよう覇擬すべきである、と考えるのがおそ

　らく一般的績霧であろう。地方で、医薬品（たとえば、薬害エイズ）や一定の

　牝学牧1質（たとえば、牝審法に特籔的にあらわれている新建学鞠質〉の許認薄

　にかかわる局魑（典璽的な鱗スク管理の場藩）では、専門家がその性状に関し

輝薮基準電いし穣鑓を求めて講蓋・醗究を進めている霞、r予防」の観点から、

　より厳しい基準で安全牲勃薮がおこなわれなければならない、という蟻講が一

　般的であろう。ここに現れているように、羅む「予鋳」み観点という言い馨し

　には、異なるベクトルの鵯魏票理が含まれて疑ることがわかる。これらが、科

学的横縫、科学的誕髄に不確実性があ鯵、いまだ科学的に十分な椿報がないに

　もかかわらず、その琴スク麟舞について韓らかの意思決定しなければならない

　ときに発生する典型的開題である。

§　たとえば、藤垣・麟淺2、i駐頁（特に欝5頁〉以下参黙。ただし、後遽する

　とおむ、ここでは、罠蓋鰯の曝葬を確認・認識し、立憲主義ないし人権像縫の

観点も取鯵入れなければならないため、娃会的醤慈を必要とするレベルの擬題・

　課題と、懸人め意思決定によって端癒するレベルの懇題・課題とを獲麟し、そ

　れぞれの問題領域で重要となる考癒要素を甥確乾するとともに、その決定手顯・

　佳方を法的に分所する必要があることを捲擁しておきたい。

欝　由轟籔郎置麗段社会のゆらぎと撃スク護（新曜社・2縫2隼）2騒翼参照。この

　幽覆践の著書とルーマンの蓼スク論に関しては響解の濾違があるものの、ルー

　マンの！」スク譲に醸して不再欠な文献であ鯵、本稿執筆にあたっても参考にし

た労作として、小籔丈発動スク論のルーマ婆（勁草書房遣暮紛隼）がある。

猛　この点に麗する議論献溌については、撰1判的検討を含め、たとえば、購敏弘

r覆境琴スク管選と経済分損」思想§§3号3鑛銭下（2総轟〉、金森修繕スク論

　の文姥致治学」構溌3巻i号52蓑獄下（2む毒2葺三）、鬼頭秀一「琴スクの科学と礫

　境論蓬ま蹴出徳次縞ゼ岩波　感驚鍮蓬学講義　2　礫境雲（岩被書窓・隠縫隼）

　i欝頁（i3頂以下）及び抹真蓬「科学講から見た動スク纏機念」騰溌3巻工

　号麗頁鐵下（2総2奪）参無。

捻　たとえば、直江清隆魯スクのゼ受容薄髭性郵靖溌3拳i号鴨頁以下参照

　（2総2奪）。

懲　健来の警察法を中心とした消極行政的発想による翼献維鋳を志請し、亀験が
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不確実盤の条軒下における行政決定の法的麟舞に関する一考察（不毒憲治〉

　存在ずるときでは繋応が遅きに失するとき、将来への行動盆プシ慕ンの留探を

　嚢撫し、危険が認定される羨靉靆または事羨翫癒・予紡絵雛（V艦soぎ齢麟難z塗，

　騨eco総沁簸a鞍麟欝童舞e）による介入が必要とされる場合、想定される綾優筈

　法益とのかかわりで、危験防除襲介入手段が繕いられる場合もあれば、不確実

　性による負握をある鰯人や、一定の縫全集麟等に一方麟に押し付けるめではな

　く、協欝漂羅のもと、嶽麟の遵等を求めたむ、霞載コント濤一ルや藻境監蓋麟

　度などの導入によむ、「霞主的」協力を求めるという、いわばソフト介入手段藩

　罵iいられる場合もある。このようないわば戦舞各麟婆スク管蓬捲置については、

　本稿の検討麟象とはしな熱．これらについての詳総な検討は、黒蟻哲志蓼幾境

　行政の法遜と手法遜（載文堂・隠縫奪）参無。

i履　Sε轟2惣む㎎，A糞獄．8，S．2至9ず気

欝　たとえば、遺伝子工学法（Ge豊TG）7条では、壁スクぷテンシャルに感じた

　准段階の安全∬ンセプト（遺伝子作業であって、科学水準によって人の健康及

　び麗境に繁し、第一段隊は彗スクがないもの、第二段購はわずかな琴スクがあ

　るもの、第三段贈慧箆較的低い琴スクがあるもの、そして第墾段贈は、轟度の

　琴スクな継しその合鍵的疑いがあるもの）が設定されている。

i6Vg至．顔物，懸懸a童膿s言eも・t轍飛3磁重縫：Gawe垂〆L善鞭一WG茎重ず（狂rs急〉，

醸纏a短軸we亜獅藝t墨註遍滋織a亜es漁we垂tぎec醜欝§9，S．墨67（i8玉）；

　S醜薇め2響，A轟搬．8，S．257．遍剰介入・遍少介入禁慮原灘が舞較衡量要素とし

　てのみ妥当するかについては議講があ鯵、後述のとおり、それのみではなく、

　少なくとも、縫続釣合饗髭要請としてもこの魔羅をとらえる必要がある。

i7V騒至．醜翫む鉛，飛圭S敷朧tSC蝕e玉透騒客e豊量醗盆ec藝童SSね誠，翌鱒尋，S・尋65鼠

　しかし、注意しなければならないのは、つぎのような捲擁があることである。

　不確実性が建較的確実乾したときの鰐慈も考癒に入れ、たとえばムアスヴィー

　クの発想を基本にしてフィードバックプ嘗セスを構造乾することを礎案する松

　本稿彦r基本権の麟約と法律の留綴」極農・上村・戸綾織ゼ嚢独憲法学の麟造

　力上謹⑫鱒3奪・繕出縫）3給養、と鞍わけ、鎗8頁議事は、本稿における発想

　とも戦を一にするものである。また、臨海∫！ノや御言，Pr農ve茎誌圭G簸廷登透Voむsoご暮e，

　醜Wa継（難題．〉，麹伽畷t給費臨6Voギs鍵ge，i鱒5，S、玉（i欝気）では、受

　悪しうる琴スクか否かの評懸と限鼻設定は、本来、立法機襲の任務であむ、行

　政はその翼鉢乾錘務を負うに過ぎないはずであるにもかかわらず、たとえば、

　遺伝子工学法欝条i項や纏勤繰護法蚤薬王項3§号のような是認鳶能牲条項に
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行政社会講集　第貿誉　第3弩

　よる審奎に麗し基本麟決建を行政に委ねることは、十分な法的幾準が承されて

　おらず、法律の機能と法簿の留鐸の解毅を破壊すると、厳しく幾麟しているo

i§　Sc掩ε縮む㎎，A盤懲、8．S、227五

欝Vg奎．s厩ε励㎎，瓢s織，糞重。藍t瞬ss磯縫総翫菖e瞬ss駐機簸良ec盤い費：

熱菖e盤a茎錘a雛ノSC魏豊tε（賛τS齢，W童sse藤量C鼓t瞬SSε蓑毒農S童戯eぎesW孟sse職

　2《翼｝2，S．亜i3，玉ig董£

隠　このような箏スク計算は、数学的に算定駕籠な確率と大数の法購が銭宣する

　探険やギ牽ンブルなどの伝統的な跨スク籟域」では妥当する。しかし、これ

　とは異なる領域で、彗スクが法システム内におけるヨミュニケーションの艦上

　に問題としてあがるときが問題となる。その場合、たとえば、食品の安全盤に

　関わる安全係数や外挿法に関連して、アセスメント方法やその繕果霞捧の科学

　性が問われることがある（醐納言，罠錘麺bε脚e魏確撚δ繕s盈。涜脚識量暮繊塞

　勲鉱的8欝蕪竜t磁ec盤t，ZL衰玉998，275，288）。さらに注意しなければならな

　いの1ま、大数の法嚢llは、5鰻人の不確実牲」を「集団の確実性3に変質させるも

　のであるといえ、統計学や統計を馬継て科学的に婦癒する技徳分野では、1本来

　あるはずの懸人差が無幌ないし過小評懸され、「平均麟入鶴」を墓に確率に墓づ

　いて薄徳さ翻る点である。生命や身棒などの一身奪霧的法益にかかわむ、しか

　も、鞍害が不薄遂的なものであれば、大数の法購は、考憲要素であむつづける

　としても、］駿終的で漢定な要素とはなむえない。

2i躍繊卿，臨蕪畿戯eぞ甑s童。熱eτ難e養勲臨欝e董trec鉱主簸：Ge癒搬餓ノ

　K童。ε鍍α，R盆蟹艶沁α援鍵騒s款。　i盤｛テ鷺we廷s盤就．欝93，55，S．6（｝£；Kδむ私

　A貧瓢．5，S．28i嚢慧S｛｝海¢銘む堺箸，A簸瓢．8，S、224；恥海霧／ノ垂壷愛｛ぜ，A簸盤．至7，S．i　i　i£

　さらに、髭擁漂躍との麗係で捲締するものとして、1～醜玩縦断，震e董e，G登燃6s灘ze，

　Stダate竃搬騰撰盤s漉㈱澱亀e，鑑Art紙雛re董s臨暮醗轡e窒trεc蛾，G臓露z叢琶e

　（艶s聾穣we董tでe磁総，2．A癒き坤i鱒7，艇〆5倉．

22　Sε伽擁．盛R灘．婚，S．i鍵．この点は、ヴォスクーレも、擾害発生が不確

　実であるたあ、擾害の程震：とその発生の蓋然性の積は織せず、危駿とは騨駿1と

　して解スクをとらえようとするG如勲雛髭，DasKo搬馨簸s3敏捷s騨撫zや，ig鱒，

　S．332齢。この定義は、搬稿「ドイツ公法学1こおける琴スク籔饗手法醗究窪議藩

　纒轟懇巻i号3？頁（騒頁〉（2韓2隼）で紹介したものと、叢も・翻しが異なるだけ

　で、内容は講一である0

23κ戯，G懲総z鰭e6es臨i裟騰a壷age灘e簸ts雛鞭　w磁鷺。墓t，i嚢：80ぎa
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不確実性の条件下紅お謬る行政決定の法的鱗御に臠する一考察（事由憲治）

　（賛rsg．），　衰ec鼓縫童C盤εS　衰董S圭藪O濃a登a薯e簸茎e簸t，　至｛｝99，　S．蔓29，　i§暮　　£；　み躍β，

臨量総voτso虻ge麗鍾S鎗atsa魔aむe，主鍛：Gr漉魏（跳琶．），S毛aats麗ゆ漉糞，

　玉996，S、523，騒2．一般的な裳省（琴フレクシ彗ン〉鰻念については、たとえ

　ば、ギデンス（松尾構文・小繕鑑歓談〉置近代とはいかなる鋳代か？一モダニティ

　の帰結一盞（薦立書房・i鱒3奪）53褻以下参類及びL麟欝蕊鱗，嚢ec凱SSOZ沁沁癖e，

　3．A鰻登．，i§87，S．2i3｛£

24Sむ襯纏一P耀β，講εi蓋C雛e重織瓢尋Gre蓑Z綴雛αぞec銭磁S搬e灘登窪a獄

Be醸e窒蝕s　A臨t玉e菖sa鎚S醸Ker朧ε癖e，蹴鞠曜α（騒rs＆），
　丁琶。蟹錘鼓簸餓st2雛εr賃貸g　　a玉s　　艮8c鼓ts茎｝ro嬢e獄，　2（矯2，　Sj　i§，　墨27；　Kδε艶，

　凝謁S緩むe飴r艮量S董盆0漉w麟囎墓懸｛淑we星縫。賊，2§§§，鱗a懸S蓑鯵tV醗

　董盤繍量老at奎。登ssc盤r麺重，S．2鎗．

25　たとえば、オゾンの霧題に関して、灘露ε醗舘紘メ薦醗酵君窃瓢窪壽屋肛β雛ゼε象

　結露2欝耀9　（㌶《｝む総髭　　ぴ欝輩かε髭麗慈勉6欝麗箆9醗　　（贈εび〉，　wε蔓　　主観　　Wa蟹量ε垂：

　Stダat乏｝蓼童e賞z縫r　Bew灘も圭琶慧賞募鼠沁むa茎eぎ慧搬wε糞デ圭s護｛e擁，i§9§，S．戴　28§玄t｝

　般的には、たとえば、設2勧魏6群，A簸磁．2玉，G郵S畿S壽0露，S髭嚢e喪e髭撮S

A晦3むe鵬S磁t膿感Gese註s磯識2馨§3，＆27§凱ただ、この点1よ予紡

　ないし事醗翫癒をいかに合鍵乾するか、しかし地方で、不罵逆的で重大な被害

　が不安として残る燧金になんら雛置を講じなくてもよいのか、という事前醗癒

　（義務）の問題ともかかわむ、詳総縁後連するG

2§　S漉館細讐，A蔓盤．8，S．223．なお、残存讐スク類璽を鬱念型であらわすと、

　「実践遷性」基準に基づいてもはや濃霧発生がrあむえない」とされる場合、人

　鷺の殴ばな籍、つまり、人聞の認識不駕籠な場合、そして、1ヌスク麟滅が不釣

　合いな費霧を要し、法的に負！撞要求不能な場合が考えられる。この点について

　は、雛稿・羨注22、鰺頁罎下参照。

27こ厩傭餓繍伽総9，震童s重油a難a董yse難透登e欝墨撫磁醸t懸e難：W遍e罫s夢搬磁

　耽紘磁¢簸無69τVer醗遣鼓膜暮露（｝翫、玉？8！2§容2，Z盆L2§艇，亙i6，登7L

2轟Z助雌雄舵，Lε漉s譲老醜磯t，拠、獲，C縦A詫3澱焦52（Sta総
　塁謹言ダ2　2（｝｛｝蓬）．

2§V麟．猿tte墨壷膿琶6er齢一K簾驚量ss勧賞，，醜A簑we難曲櫨戚憾Vo玄so聡e一

　麗麗墨登s”，2．2．2尋§馨，KO欝伽㈹ie総騨t逡．硬磁簸翻至難暮δeぎ齢一

　駁嚥蕪SS纏漉硯ぎol塞e鼓aむSC蹴Z職墓，KG継（2魯§2〉，§2鴨ε綴奮澱i琶．ドィ

　ツ実定法上では、この比較に麗する法的枠緩みは、比較衡量条項（たとえば、
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鴛政娃会誌集　第葺巻　第3号

　§然獲境険び景観の採金に饑し§2Aむs．玉，§欝A聡．3B翼atS磯G，空石整騰

　における森繍の馨†1蚕没び森零本の維持1こ麗し§7Aむs．3，§曾Aも＆玉B脚a羅G

　（なお、礫境法にお酵る比較衡量療辮（要請）については、たとえば、紹02麿弗敷

　t至難we巽ぞεc銭亀，3．A離塁．，2｛X｝4，　§蓬　翼簸．6暮實、t玉登｛墨S餓擁醜，至〉eτ　6裟。茎。琶童sc鼓e

　V8鍾3ss騒簸菖ss雛a転董§§8，S、鷲7姦））、裁量条項（たとえば、披講水準とか科学

　捜徳水準等にみられる場合として、§§7畜．W餐G綴雄§7A養｝s、2AtG、〉と是

　認可能性条項（写e盤錯t毫鍛虚繕総裁a琶s譲〉（たとえば、　§蔦A聖｝s．i瞬凱3ε

　P嚢Sc簸G，§i§Aむs．豊　翼L　3Gε簸1茸G，　§2§　Abs．2　餐ぎ、5　汽MG）　が挙げられ

　る。この是認馨能牲条項については、たとえば、蓬薬嚢法や遺伝子工学法におけ

　る残スクと残存リスクという』二段霧の琴スクコンセプトが採羅されてお鯵、特

　に残毒1ナスクに該当するかどうかでは、琴スク・優益バランスが要求され、是

　認胃能牲基準によって舞舞されていることが涯馨に籏する。V麟、92鹿鷲難

Ge難驚礎盤r奪磯重雛W饒tむ脚e掬雌eでSyst餓e，i鱒8，S、9蟹走醸6272姦；

　エ）ぎ露αむ鉛，A簸搬．　玉7，S．i53　餐，278　鶏　κ1改驚，A登搬、24，S．i3壕　重t，232　∫£；

藤波欝，衰童s嶽os雛er雛鼠鋤Leむe貧s猿搬eレ疑綴G艦艶。糠重麹rec雛，2§§暮，S．

　欝8簸8c纏擁郡，臨鑑麗鍵s磁e玉6撒塞ε短醗Ge蹴ec睡溢e磯t，2G毅，S3解
　蓄五；欝寵㌶鶏εs｛鷺一撫耀εs，嚢圭s量叢｛》むe騨eでt銭貸≦ζ　量灘　Ge簸童εc難登童盆rec｝猛，　2（｝（裏｝，S．茎23

　琵、

鎗　購様の発想1こ基づく分観として、たとえば、Kδ漉，灘S盈。翠erw譲韓簸奮膿4

　灘s歓。聡rwa疑醗暮srec塾卜拠s懸s碑董6es　A鵬e醜竜te董r8c轍s，麗Z－

　P董s熱ss簸s登麟eでe総！2§む3，S．5鼠

縫　醒ッ公法学における》スク機念の議論状溌については、量透のものとして、

　たとえば、K窃鰯，衰誌盈os総纏e懸賞96雛。蓋V磁脚綴籔簸暮S難。舞t：2r醗6癖量薇織奮

醗6露ε馨re麗撒暮vo簸至難○Ψat簸？，卿8董．2§§3，辮5（董欝欝IL砂綴欝，

　盆皇s簸｛oste嚢eギ琶簸霧6騒rc簸　Verwa魏鞍難奮sぎec董震：董…1ダ盤6竃銭。蝕縫鎚竃　ほ簸｛董　Begダe盤z嚢登奮

　vo簸膿難倉va老婚登？，翠V滲S叡L62⑫磐93〉，S．264（267董齢参照。また、i第語

　文麟としては、たとえば、桑漂勇進r馨家の礫境線全義務亭説（難・完）」馨治

　醗究質拳8号欝嚢養（舞9翼以下〉（欝§§奪）、戸部真澄「ドイツ叢境蕎政法にお

　ける弓スク焼麟（上）」§絵雛究懸拳7号鎗5蓑（鍵2蓑以下〉（2総2葎〉長び捲稿・

　醜涯22、曜頁以下参蕪窃

32　翫一還彦醒δ，A盤搬．董7，　S．岐嘆8f£；　S6諏携奮冨蓋一、窪β欝窪無難，　至〉as　a重茎ge穣e童葺ε　Ve艶

継繊gsτec搬a茎sOぞ曲畿鼓琴s羅舵，2．A麟㌣2磐艇，S．里6i∫鑛鵬・馨駐22・
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不磯実性の条絆下における行政決定の法縫麟御に関する一考察（下出憲治〉

　謎頁以下参熱、9

33β錨励鉛，翼。聯蓋8xesVerwa猛灘暮s糞3雛e盆騰遙麺st董sc難eDo暮灘t汝」豊：

Loぎz（翫s霧、），騒we至t囎昼裂ec嬢，董9綴，S、艇教麟。幼卿，A灘．蝕S蕊鼠

3魂醗勘伽，裂墨s量裟os織鱗簑竃勲籏e賊至重。醜衰e磁い薮潜。藍猛a無益量e獲〆

Sc漉雄犠撫a懸（鍬sg、〉，6費e糞t紬εs盆ec猛細Priマa漉。畿呂豊s

　w｛｝c｝蓋se至se圭t量9εA璽姦最費9《建（重簸縫貧琶¢登，i　g96，S．i履3，茎義字廷4Kが。駄A縫醗・23，S・

　董4i廷．

35　Z）づ1箱窪む震｝，A簸灘、i7，S。4§｛き憂．；1罫δご急，A嚢難、23，S．蟹鑓　£；L櫛嵯2舞ザ，歪≧圭s玉茎｛o縫鍛（重

　農ec為t，王難：2ec紬紐登（鍮s暮．），貧童s癒。醗6Gesel重sc醸t，2．A藤りi§籔S

　2（｝§　董薮；Sご海ε欝～彫蟹，A簸猟．ig，S．i35．

3§飯勘伽，A灘．i7，S、蕊縷t；L砂識ε，A齢．3i，S．3§5t；S漉㈱加懲

　A簸澱．ig，s．i2§ず．

37　P歪君窪む∫o，A簸簸筆．i7，s．嘆52、

38醗灘伽，Ve魏a奎t撒奮騒6Ve欝a奎綴簸墓srec賊z騨圭s磁e賞募εse峯璽s磁a鐙油α

　S曲s漉g縫豊艶縢9磁s総説紬ετS重e雛e懸霧，V恥S穣L5§（董997），S・235，

　242董．

3§　鎌’君αむ鉛，　A費搬．　i7，　S．尋57；　Sεゐ霧島2一」璽2髭鎗，　Koo轡｝蓄a蓑vεs　衰ec盤童　量獄

　S夢a盤糠墓Sずe紬VG貧農e磯毛SS漉纈ぎ量翻舞寵Ve綬＆魏簸S鰍O簸臓童e諏：恥S8

　〆Vo董gt　　（葺虻s奮．），　Koo騨｝τ3t墨ves　　衰εc｝震，　　至995，　S．225　　量飲；　　γ名膠質診騨・

　KGO茎〉e盤t鈴eギ裂ec雛sstaa観i§98，S．52鼠また、都議文献としては、たとえ

　ば、トルゥーテ（繕又棒彦談〉「穫淳法と馨主媛麟の懇の礫境法雄霞治醗究7§拳

　§号姐翼以下（欝99奪〉及び毒本縫覇「公私協轡の法構造」石井・小繋擬・水

　野・中里繍ゼ公法学の法と政策（下雇5雛頁以下（2総§奪・蕎斐閣％

蕪　Kδ畿，A龍盤、23，3欝6重．

離β魏魏，磯曲tw圭。羅猟琶縫ef瞭wa豊瞳琶sr建磁sw量sse登sc嶽鍵童。饒飛

　蟻et麺磁擁鹸聾難曲でe興む難Pe雛sc醗a撮，i鑑恥｛餓a盤羅e騰／

　Sc雛量嚇A舳a撒（鍬s暮．），鍛et沁透e鍛6erVe欝a壷撫簸εsでe戯sw童sse盤sc媛t，

　2§艇，S．73，韮8f鍛〉伊罐θ，PasAr漉e嶽童t奮磁e磁ta董s霞e瞬se鎚鍵盤er

　衰童s墨獅vεr轡a里t雛琶，○量eV鍵wa壷t顯暮27（ig艇〉，3菊，35§鰍P誌s伽ε，

　Po義2e量ぎec｝茎t　重織　　1｛oo茎｝εぞat圭ve盤　　S絵3竃　一　　｝盤鍛ε艶　　S童。盤er難e甕　　z脚隻sc｝聖e銭

　Ge擁re麟we短膿盤識量簸a重頭ve魏至ve譲眺群・rs・r墓e，登6V2観，22i

　（23§〉．
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行政鮭会譲葉　第貿拳　第3号

逢2伽醗酵、・鞭甥忌跳躍輪換醗e欝t蓑虚e簸裂紬愈，ゆ6v2鵬，懇24，
　i（》26；五》葱録αむ寂》，盆孟s蕪｛o竪。でsoぎ塞ε　一　琶董e翻os？，ZL衰　2（擬）3，i63，i馨5；翻δs認，董）総

　s捻a騰。鼓eG鍵a魏艶騰ダ磁¢6費e董｝重重駕魏S鉛｝緯r｝董磁t，2§｛）2，S．252鑑その縫、

　捲穗・麟注22・53頁嶽不参難。

藁3蓬δc鳶，A簸磁．23，S．正字2£また、この点の詳纏馨後述するが、法治羅原鐘

　との講鵜を錘る観点から、運密づけ、内容の合遜性、プ縫セスの透瞬姓島上

　と参撫が強く要請されるとするものに、S雄飛2薦，G8醗嚢搬逡繍窪e琵琶撹劔

　蓋擁e懲曙svo幽e餓雛w墨s磁e賞S綴憾機醗遣鑓紀x量罐t欲亜欝8，S．鱒甑

　縫総麺9薙、参照。このような講容を有する実定法としては、たとえば、①難鰻

　賛き許薄を競走するものとして、§7A募s．i　w縫G；§欝Aむs．i　s、i　p盤S磯Gl

　§3i　A塊茎翼L3AMG；§賀A雛．i　s．3At（｝が、⑨変裏留蘇を媛達するも

　のとして、§i7A鵠．3AtG；§26A総．至NL重唱3G3欝TG；§3§A赫G；§i毎

　Aむs、2欝欝。嚢G；§5Aむs．玉W鷺Gが、最後に、③馨立的なアクチュアル紀要

　講（披講〉を媛足するものとして、§5A醜．豊麗r．2雛盤Sc難Gl§6Aむs．2

　Ge盤TG；§蔦a　Aむ載i夢農Sc銭〈｝があるG

　　五〉ぜ忍σ薩｛｝，A簸獄．i7，S．3尊7　縫登｛童　35蓬．

　　R雛ひ鉱A欝欝．2，s．8§鼠

　　Kδ｛虎，A簸鵬．3｛｝，S．i｛｝L

　　V募蔓．蓼涯重縫e護琶登菖義e－Ko盤盤垂総重G難．A登灘．2警，KOM（2《｝（｝｛｝）　蔓e猟茎癖蜜毯．

　　この凝念設定そのものも争いがあるが、主要文献として、たとえば、（弥R

　α雌2総，2roze磁波εS艶戯t，ig弱，S、83餐．；鋸齢，曾r翻e琶粧ales段ec盤t騒6

　欝roze醸ra重重s童er職竃　6es罠ec嚢ts，塗：Gぎ織搬　（翫s菖、〉，Wac姦se撮e

　S雛ts麗舞曲磯．亜99馨，S．垂55敏し磁翻r，羅s欺Oむew濃t垂菖膿霧雌蟹趨

　ぎ蓋ex童礒sl鱗無9疑雛9でoze藤ra重量S重e澱鷺琶曲S艮ε薇童S，醜露Gra（翫sg》，

　嚢εC無縫董C簸εS　盆量S孟藍○離歌豊趣§e盤e盤t苗　i99§事　S．尊墨　　妻£；　鐸オ5ε海膨＄シ　Verwa茎t琶簸墓S－

　veで農貧重wo監t駿盤鍔　毬鷺｛量V歌rwa鍾鞭簸琶s翠eで奮＆｝讐e盈　i≦》｛護聾，S．8｛）｛凱；Sc海2γ2むεす冨，董　茎e

　鑓e麟。紘e盆6εr恥卿a夏繊塞，2容§毒，s．至26ず£漁協蝉脱r6羅。菖重s伽

　盆ε戯SS磁ta亜S脚薦琶ra塗es欝τ曜識無，至難：裂0捻照ge至／賛e琶ser（翼rs簿〉，

　艮e重§離脚ギ鐙ε矯ve取醸t艦w2搬e磯t，欝96，S．57鼠

総　この点については、たとえば、連舞騨，孚舞¢o嚢e6鍵沁麺st董sc蓋e登Ar墓慧懲e煎a終

　o登，3、A疑薮野　ig§§，S．35§ず歎賞簸《重39§ず五；Sε潅2驚券ε蟹，A盤盤．蓬8，S．73董£嚢灘毬

　茎2§蕉；1～．翼侮義ブ，A簸醗、縷き，s．§7鴛

嚢

蕊

鶉

鋸
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不確実性の条轄下における行政渓建の法線麟御に絶する一考察（不鐵憲治）

5§G餓欝，Z瞭膿實曲Verねss騰＆2．A纏｛至ほg鱗，S．董5§f慧綴3鱒甑もつ

　とも、グ箏ムは、逓奪の講考で、社会システム講を意識的1こ取む入れ、その議1

　遷麗麗に援零している（εγ∫欝欝，艮e墓襲i重e詫eSe拠st聡暮纏｝磁懸狂盗6eぎ

　Tra｛難額G難（圭es　Veぎ｛as瑛織gssta＆ts，至）艶Ve罫脚a茎竈t箆鷺2〔｝｛｝董，9e塗ε髭虚，S．9鉱〉。

5i7擁翻群／襯畿2，Ke鼬鼠鷺離A琶醜磁玉e：Gesε至lsc撫ず毛盤。魏S曲st－

　st槻獺登霧藤磁re旋x量ves罠ec鼠Z叙So猛各（董98垂），4鍬ア2伽概

　艶艶xives艶。鍵，A盆鎌68（蔓§82），i3奮£トィブナー（鑑藤岩夫讃）r超簿

　覆的できごととしての法龍」8独法学雅号麗質、特1こ3§頁以下（鎗総隼〉参無。

　なお、この点に関する社会学上の議論としては、たとえば、L醗魏醗難，籔簸逡琶

　峯｝ro媛e盤e茎鐙老》re費e雄ve盤盆εC鍛《，Z穣S｛｝26（i§85），i薮参薫、漢学にお

　睡る議譲については、翼σ露舷凝ε，鐸磯懲sse拠ε蟹縦e《6erV8rw寂至搬題sre沁ぎ盤，

　VerwA罵盤92（2暮鍵），認嘆，鰺§猛澱62総髭及び議会鱗良主主義との整

　合性の観点から撰：覇を癒えるものに、Lゆε露ε，Ste琶e欝欝竃s壷錐縫ss沁盤，

　Sys艶搬t鞍｝o嫉e　t懲瞳蚕懐纏3醗｛鷺ね鍍s醗慧skr髭量籔，亜蟹》9がある。

52　たとえは1、S漉欝戴畜P鷺麗8，Verwa童繊鍛琶縫賊Vef轡a豊t縫簸響Sぎ8C｝貰2W童SC舞錐

　鰹e翌翌sc魏a継綴eτSelむs漉墓癒e難聴賎擁s籔a縫重。雛S織e欝暮，VV簸S濃し

　5§　（ig§7〉，S．玉｛翼｝，童92　｛t

53　この詳綴は、樫沢秀木「介入主義法の霞界とその手続建」法の餐講欝誉盤7嚢

　以下参照（婚鱒隼）授び費6雇，A鯨e盤ε搬8艮εc滋s童磯鷺，2．A駐鉱鱒螢，＆

　233ず蓄、

騒　と参わけ、トイブナーの嚢省約法の機念については、瞬中茂樹「透代法の変

　容一白省約法の購想について一」藪大法学鱒巻3・尋号鰺5頁以下（欝鍵隼〉お

　よび患縫聡葬多様な法的鷺題としての『法｛纏から被合鍵論としての罫法イ縫

　論へ1董1纏」藪大法学43巻尋号i欝頁以下（欝毅奪〉及び艇誉4号83翼以下（舞鶴

　隼）参照。

驚　これらに関する詳総は、たとえば、広渡清吾「露本社会の法牝」『現代の法

　欝巻墨鎚3頁以下参照（欝欝駕・岩波書窓〉。

5§翫翫伽，L幽艶a難融艶。駄紘Gr墨欝疑麓鐙e至st磁暮ε穣rsg．〉，騰搬歌s

　L曲灘鍛魏sDε礁e資，2§巷馨，S．i39，互鱗鑑

葦｝7　謹書舞ぎ，A灘盤．i，S、35遵．

5暮醒群，A灘．48，S．i55幾且獄磁DerSt3磁6erTe磁醜，ig8暮，S護2§

　餐462乳ε，A簸獄．屡8，S．57　｛薮
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轟§　　BVεr蛋Gε　蓉3，3（〉，7§、

欝8δ編，漁言豊量C紘磯e簸騒透Gでe簸ze簸磁α9鷹e曲ra重重S孟2r懸解8S野猿w朧

r纏ts，盆盆0蝕a竃el贋e簸S破（登τS奮、〉，鞭多or鯉e騨醸tlve簸蕪鯵盤wε垂tぎec鼠

　　墨§｛総，S、ig3　登4£だεr，A簸撫．雌8，S．i55；石㎏競蕊為，鹸le駿e　至賛s鉱殻灘e豊艶　餐建

　　e搬ε登琶疑e　Sもaa董sat嬬琶ε｝蜜二Z駿r　Le圭st慧R菖s｛蓋錘基数e重t　茎躍oze｛数賀3董e豊　衰8c豊ts　豊猟

　　｛｝醗we董tsc鼓慧tz，圭τ董：G薮磁搬　（登rsg、），S芝aa鵬難ず墓a董〉e麓，茎996，S．487；1ぐめ2愛プ診ヂ／

　E言s舞群，Se嚢）s重ぎegt磁e難轡ζ圭無難懲w8壷毛一t積｛董Te£董鴇嚢αec雛，DVB裁茎｛妻§載96遵

　　ぞず．；∠轟諺2麗罰，Se黛）stoぞ悪金盤墨sa纏。鍛　soz論董eボ　Systeτ疑e　残盆縫　Proze（重駿ra蓑s茎eで簸蓑琶

　　〔墨es盆ec董魏s，i登：Gぎ墨貸登簑　（華墨rs≦ζ．〉，Wa｛；盤s｛｝鷺〔重εS童3atsa縦ず≦ζ3セ｝e簸，　ig9｛｝，S．董87．；

　　S醜雁轟P纏β／1〉蓄露擁θ，VW〉St衰L56（臆§7），i6§餐．，235費．；ア鋸2，

　　Ve欝雄醜悪　慧雛　Ve欝a翌鐡諺sでe醸　z麟sc雛e登　gese鍍sc麩a難曲r

　　Se謎｝sをre墓慧釜eτ駿擁9　讐難《董　staat墾。鼓eτ　Ste穫er穣簸琶，亙｝VB凱　玉99｛｝，95｛｝；1～・　翫。♂ノ1

　　A簸醗．尊8，S．S74｛動飢ε，A簸澱．58，S．426　∫五

雛　この点は、比籔簾麟との関連でも、後述するとおり、重要である。Vgl．

　　Sご纏納，蝕G灘綴satz曲Ver協t擬s獲麟離e登，溢Ba6砿a燈P紐eτ

　　（翼τS暮．），嚢es竃SC盤醸5韓麟re3鰻登透εsve撫SS鞭菖S菖eで玉C嬢，艶鷺2暮畿S

　　縷峨5，尊55　歪｛．

62L鋤加錫。静，費r飾e藤ver馨獺脚e聖篭s磁蟹tz－A膿ぎag駐総G懸ze登6es

　　Voぎsoぞ奮eβr魏z重嚢s蕪麟をsc舞雛装磁臨e雛。麟s磁e蔓艮ec簸t，旗：翫er〆

　　Ko綴継rs星、〉，S織er魏孟t，V童ei譲，So撚a撤灘，亜998，S．64；S鎧鼠A蹴・25・

　　S．325；醗」配βむ鉛，A貸競．亜7，S、蓬§§ず．

63S伽励2饗，A睡．i§，S、i蓋3琶．；騨漉2，翫εS竈e慧鱗確s鋤癒。藪臨Staa童es

　　a慧s　syste灘能生εoぞe重重s《〕熱｛｝蛋S童｛：｝董t，i貧：Gゼ重賞至瓢　（登rs墓．〉，S亀aats3鞭難ζaむe瓶　玉99｛乳

　　S．§8垂　（7｛萎4）；1～．　駅訊。ぎメ，A簸董簸．2，S．77　董£

6遥勲躍，A睡、i，S．329；翫擁，艮eg癒erteSe至醇re麟重量e懸9撒4δ墨ε

　　ieτ簸e撮eVeゼ翩翻羅，翫eVer識量鶴暮2鰹，3e圭簸e髭藁，S、i37，墨4鰭・；

　　θ欄鴛躍，ぞe薇醜e癬糠r猿g　a董s菖ese翌翌s薇3簸£瞭Ler簸騨oze鼠i簸：

　　鬢茎。曖er（跳暮．〉，Tec顛懸盤setz澱琶31sRec益ts購漉職漁2，S・磯3∫£；

　　Sご海欝旋翻ぜ奎燧繊維難，貧｛｝9雛豊玉｛鑑te　Se貸）st｛し｛鷹慧薮er簸簸g　a董S　蓋…：董e鷺e嚢t　verw撮t護簑驚S－

　　rec擁。雛Sぎste曲難緩鞭菖，P圭e軍er畷t難92鰍，β麟eず風S．253，268・

6§　∠鯵舞欝，A登獄．6（》，S、亜93　貿．；磁9箸総髭，A鷺穣．§む，S．尋8掌　∫五

総　Vぎ至．裂蔑ザ0盤S3C魏ers捻滋養暮e無難で軽羅w琶縦rag磯ja短es聖｝er童戯t：e塗e
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不確実牲の条件下における行政決定の法的麟御に臠する一考察（下出憲治）

　3esta簸6sa騒重霞3鼓撫e　vO難　覧王撫weltst農登｛墨3薮圭S圭貧　艶種tSC簸蔓a欝｛塁，i警§§．

67　麗総。κσ携纏s3ゼ醗　．漉欝躍麗麗ε磁ブ　施が醜劣召鷲　麗銀鏡惣献獅雛　～欝

　愛∫蕊敵治2欝εr麹難ぎ　簾舞｛£　s鯵箆｛裁鰹∫ε2捻舞錐9　∫惣　92ε霧縦蔽擁護琵。海2難　ひ瞬欝認認む海解銘

露8雛銚纏舞翻鋭β薦ε醜伽バ（翫戯磯綴罐sε纏〉，Sc惣ssむer茎。駄2轡総

　委員として、覆境法分野で活躍されているマールブルク大学のプェーム教授、

　ブレーメン大学のヴィンターi致授、そして、技講被余論で著：名なレン教授が漢i

　与され、ている点でも、注霧される。

68　それゆえ、婆スクアセスメントの籍果は、巣に鰻々の数縫（縫麺〉として表

　現されるのみではなく、その表現の穏愚姓、アセスメントの不確実事項、そし

　て、粋緩条件も表現されなければならないことになる。

総讐スク委員会最終報告書では、捲置意プシ装ンの比較にあたって透墾牲を確

　保すること、革ナスク管選にあたっては、利害幾係人、公衆授び窟益懸鉢の参鑓

　も必要であるから、鯵スクを舗離する叢羅の建較衡量は、科学的基準によって

　実旛される捲羅結果アセスメントを考癒し燦燦ばなら忽・こと、選訳された

　描護の選麹絃記録されなければならないことなどを捲籍している0

7§　謀議藝繧の定義、と辱わ謬、残存1タスクめ確定は、　撃スク麟減捲鐙のアセス

　メント・選毅と艶較衡量にあたって、決定的に重要である。それ纏え、適1スク

　委農会も、事講手続・膠スクアセスメントで、ワークショップやコンセンサス

　会議などの科学的葺ンセンサス形成手続が必要である（この点に離する都詰文

　蔵としては、たとえば、小稀薄溝ζ誰が秘学技徳にっ墾て考えるのか一コンセ

　ンサス会議という実験一匪（名古屋大学鐡叛会・隠蟹隼）がある。〉とか、写ス

　ク警邏にあたって、趨害縫係人等関係者は、異議申立て、意見聴取やラウンド

　テーブルなどで参麓を保購されるべきであることなどを提案している。V露

　遵加シ80躍，£》e盤ol｛路t玉sc藪e　Tec｝膿董搬〉ew琶r蟹蹟塞，2叙｝嵐

霞　参考文献としては、たとえば、鐸雄G豊a重殺ese鍵磁Co騒登綴織（緯総造・聡

　沢縫監訳）ζ喜ナスクコミュニケーション誰（｛ヒ学工業8幸霞縫・鯵97隼）毒∫ある。

72　鯵スク評議会の庫質麟任務は、①事前手続の枠内での発議、⑫琴スクアセス

　メントの調整とその質の確探、③繋立のある公的評懸に係わる議譲のコーディ

　ネイト、④琴スクアセスメントの再鑛の発議権、⑤事麟手続、嘆スクアセスメ

　ント、琴スク評癒及び1｝スク管蓬の手離書の開発と発展、⑧難境に関連した縫

　康琴スクに関する騒蔑への精報鍵鋲権醸、⑦舞スクアセスメントと馨スク笛選

　のコミュニケーション藪務・参撫任務に関する簿渡化（サービスセンターなど〉

一3§一



行敢歓会譲集　第欝誉　第3号

　1こ霞1する謬叢甕である。

73　この侮を琴スクとして認知するかは、簿が讐スクとして問題となりうるか、

　という霞1定の霧謹題を含んでおむ、「法のアクチュアルイヒ」にとって鍵となる藻分

　である（遺書御言，A盤錯．i，S．33の。それ塗え、後掲のとお鯵、彦スク委農会の

　罫人の健康琴こび垂葉境の保護に｛系わる基準設定1こ関する法律案要纒盛（芝之下、「琴ス

　ク委羅会要霧」とする〉8条や表一2毎籔一2にみられるよう、事薩手続ない

　しそみ藩段繕で稀書麗係人等の幾与・参趨が手続土録瞳されるよう縫案されて

　いる点は重要である。

7崖　1～ゴ厩為θ海｛）欝欝奮舘。驚，　Aη鐙．　67，　S．23　蛋凱　Vg豊．　β君難ε2，A盤盤．6，S．43重五；　C㌧

　C観魏3，Z雛厳a魏漉SW重撒灘薯δesVOでSO罫鍔e顛訟費S簸盆e磁，VeギwA麟

　≦）4　（2（｝｛｝3〉，38§，3§3；κδ‘為，A欝欝．30，S．6　£

75　これを事藩手続の段糟で皺む上げるのが葦声スク委員会鍛終鞍魯書の特鍛であ

　る。この報告書は、米国1こおける琴スクアセスメント・蒼理手法について詳纏

　に検討した琴スク評優長び婆スク管理に関する大統領・議会諮霧委農会による

　鞭告の影響が大きく、一部難語訳としては、萄委員会繍（鑑藤雄趨漕鐵鋳邦彦

　譲〉ゼ覆境謬スク管至聖の新た捻手法濃（｛ヒ学工業欝鞍社・鯵｛逡葺三〉がある。

祐L翻2欝，滲as駐礁糀裏漉。猛饒rW玉sse欝s琶脱夏至sc鼓a賞，欝9§，S．79佳，至i8｛∫．；

　Sむ海産ηむ診亨曾，A簸灘．8，S、2董8．

77　旋92麗轟轟，A簸醗．6｛｝，S．尋92£；薪。β鳶舞海蝕，A登登L　23，S．63ぞ乳

78　　82蟹，A盤登聖、　i，S．393．

7§猛磁欝，艮重s三盆。むewe醜簸墓醗6騒s量盆嚥a登a呂e灘e賊醸A漁墓e嚢s量。艶レ

　鼓e量ts驚。雛，替銀緯93，詑峨，i27．醗家の観察義務については、S纏雁読一み磯β，

　A登盤、　き2，　S．董72蓄£1　鰹鍵ε髭r，　至）董e　Bε｛｝髪鍛｛溢t雛盤gs茎）餐重。鼓重　（重es　Geset宴9｛｝塗）εダs，

　Z餓Soz2蓬（2§総〉，3懸参黙。

懸　罫予鋳」と蟹eca麟鉛蓑の異講について1ま、たとえば、村青銭彦「環境政策に

　おける予窃療雛遍羅のための粋緩みに関する一考察」環境と公害騒拳2号懇葺

　以下（臆艇隼）参照。

雛　たとえば、醒澤真遜子「歓州連合における予防療灘導入とその政治、経済的背

　疑一建学麹質幾鱗葉衰猛盛C騒の波紋一」覆境と公害3護拳2弩灘頁以下（隠縫

　隼）参蕪。

82　V縷．犠搬e三蓋｛醗琶6αKO溢撮孟ss量。鷺，A叢盤．2§，KO鱗（2｛沁｛）〉，亙e飯豊癖織逡・

83　至…1雛G翼，謬ぎt、v．5．5、至｛｝93，衰S．C48｛｝196，S董9．i｛》｛垂8，至一2265，舞r，98ず£；E駁G，
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不確実性の条件下における行政決定の法的麟御に臠する一考察（下妻慧治）

鞠t￥．韮．§．2§§2，裂s．雛3囎，騰、i35登．；融G，雛tv．2§温し鵬2譲s・

　笈㌧7尋1〔翼），麓r．亜8璽　貿．

鍵　たとえば、大塚薩薪未然紡生瞭雛、予鋳療員1卦予鋳的アプ藤一チ1鞘法教2縫

　畢箆頁以下（欝毯隼〉参黙。

85　WTO－A軍場（｝韮3童eβ｛）｛ly一盆猛総。監e五｛量t墨簸墓覧i6，L奎998，E眠ZW　玉9§8・董57岬i6ゑ

　この点に関する詳総は、たとえば、岩蟹韓人『WTOと予鋳綴嚢縫（濃抹統計協

会・2継鯖、高村麟勇魍瞭理境海こおける酵スクと予鵬灘」患欝§艦齢

　頁以下（艶蟹隼〉参照。

8§雌舞，餓ve曲無ss童τa重e琶墨e貸融e膿・瞬sc嫌C難e醜a惣rec鑑麗

　We聖癒3総e蓋sでe磁，Z膿2倉倉3，i67，董72葦£；傭惣／％戯〆P醜鉱磁讃a磁e董

　駿黙董　量」餓w纏t　玉鐙　狡¢c盤t　（垂鍵　WTO：　A撹　6e搬　Weε奪　Z雛　騨3猛童sc魏嚢

　Ko登惣6a簸z，z毅謝3，i蕊鑑餓薇め㎎，欝一幕STr號臨轡総saむG畿

　盆独Re墓臆t融，醗a難s雛艶Pτese簸te遷a童t娩Ox董or醸⑪麟ぼa嚢e

　A襲爵st騰鍵
8？　この琴スク管蓬手法と比鯉療難及び昆較衡量との関連につ継ては、βTむτs．

　亜4〆23春§，s．捻及び醗競γ／o勉麹〆翫縛鶴多騰，漉曲囎募繊gv・献呈s勲簸

　騒4Kos織1盤6ere疑r麟孟sc罐C艶磁蓑al童鍛e離豊量e魏蓼，呂eτ圭。薮tε／

　駐醗w嶺擁総es＆搬t，欝§9参照、。

88E簸G登，暮rむV．2．珪．欝98，嚢s、C－i27／§5，翫89f凱

8§泓G，慧rte量lv膿慧．9．2奪倉2．裂s、T43鱒，P素量zerA懸盤a鐙ea玉籤菖ege麓

　翼鏡，S茎9、29蓼2，聾3舗5．と鯵わけ、翼益涯42以下参照。

9馨cc麟2s3，玉葺：c£a茎至重εss壌藤磁（簸rsε．），弱w鷺GV，2液戯2蹴・Aぎt

　驚，顯．25．なお、この法麟騨否かの議論こついては、たとえば・松本穂彦

　「螺境法における予鞍擦羅の震麗緯」藪大法学53養2畢2醗頁以下（欝盤隼）参

　懸、。

9iσss励鰹，Voぎsoτgea豊s嚢ec簸ts顧擁即簸Gεs雛曲εlts・Aでむε1魯磁

　彫驚輝e茎tsc妻搬tz，翼VwZ　茎98§，　亜6董　童気　V墓玉．θ艇鐸，Rεc鮭sg滋ersc鼓機z　a茎s

　St3ats3晦a娩，痴V亙鰯，573，5職忍駒賦A醗2582騨α躍／融鋤
　A嚢憩．葺，S．82．なお、この点は、松原望「礫塊学におけるデータの十分盤と意

　懇決定鞍懸」石弘之継ぎ覆境学の技法遺（東大縷飯釜・麗麗奪）i弱翼獄下の、

　「してはならない」ことを「した」第一次的遜譲と、「しなければならない」こ

　とを「しなかった」第二次的遍誤という統計学上の発想にも繋癒する。また、
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行政社会譲葉　第鷲拳　第3畢

　竃場経済の秩序捻邊ちから学ぶことも重要であ馨、　婆スク麟舞はそれを臨書な

　いし遅麺させることが纏擁されうる（この種の議論の整蓬については、抄本・

　前涯鱒、363頁以下及ぴL鐙s魏s，A蓑醗．鍵，＆282ず．参照。また、社会学的発

　地からは、海麺，A難猛．蓉，S．聡蕉繊琶56猛参無。〉。しかし、いかなる被害

　が想定される、あるいは、されうるかないしされるべきか、がここでは考濾さ

　れなければならない。不可逆的叢書であれば、その遍ちから学ぶことができる

　のは、生毒i者のみ・であ蓼、そのような壼霊な帯場経済による「学習」が法的紅

　みて全藤的紅認めら駿るわけではない（Sご勧欝毒㎎，A欝欝．8，S．223．）。それゆ

　え、さまざまな麟約を受けた上での実験、たとえば、遺伝子操舵施設のよう1こ、

　閉ざされたシステム1こよるコント霞一ルが許容され、縫方で、新：たな繁肇晃を生

　み、遍去の経験を隆養するチャンスも、遅延するかもしれないが取鯵入れるこ

　とができるよう、折衷釣解決方法が採灘されていると見ることもできる。

§2　V癖、か歪’君励鉛，A簸騰．42，S．i7巷．；π疹。毒ノ頚轟難s麟㎎12鷲s，渉as　Vo盤。竃e茎｝r麺z麦蘇

　GA董A　亙i　（2（｝｛｝2），尋2，罎3、；（二　《二】窪認｛εεε，A登欝董．7珪，S．3§3．

93豊君Cβ薦2ss，A難搬、娼，S、79L；翫擁置，A鼓醗．25，S．34§．これを多極的な

　艶繕審査として、総合的・統合鶴翼較衡量を論じるもの1こ、C　C麗漉s8，

　Ge脚註熱擁e捻tt搬g　vo簸欝re撫ε猛t識透　S董。鼓eτ嚢e猛　玉無　L妻e鼓te　t聾甕eysc｝盛ε嚢蓑。｝鷺で

　Staats・醗δVe撫ss穀耀sv8麟飆飆lsse，DVB蔓．2§総，緯§6，i欝2£があ甑

　参考になる。

鍵欝漉，A簸獄．§，S、2響§£；離郷欝勉，｛撫we短S壷藍磯勲a盤er欺a無量S磯ε聾

　衰ec盤t：琶撒eぞe蓑a重婚磁隻tきt虚eでS童a総齪縫S母tz懸琶δ綴C簸KOS圭綴ぶ譲tze登一

　A鍛3董yse？，｛｝丁盆　7玉　（2（翼》3），玉27　｛£；Sむ為2宮2ゐ㎎，A簸獄．8，S．23｛》乳；瓢θβ勘駕ゐ霊鑑

　A鷺膿．22，s、398鑑

§5　たとえば、岡敏弘・前涯登、36頁、特に蓼頁以下参照。

96　Kδc海，A賞磁．2§，S．37　ず乳　259　餐．

97　S謬。麗，A簸鐙．2§，S、3毒（｝、

98囎麟，A灘．玉，S．3嘆9鎗CIC廊ε舘，A醗、7義，S．393；露s，PV醗2鰍，

　i72歌Kδ漉，A難雛、5，S．亙85餐．なお、RU連金のイと学骸窒質政策による証鍵提

　鐵責任については、We露皺曲6εr建G載。懸盤量ss沁簸，S、緯｛．参照。このよう

　な見解に対し、禁虻が醸鰹となってしまうことをなどの点で概覇するものとし

　て航恥漉加控／S罐魏魏，Bewels13s綴艶藪e鑑1猿C蓑e盤嶽31重e欝ec嬢，翼ΨwZ

　2〔｝｛｝2，532，S3§　ずし
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不確実性の条件下における行政決定の法的麟御に関する一考察（下出憲治〉

鱒　たとえば、叢δ罐！梅難語愛馨醗，A登螢。§2，S護2、

購　ノゆ舞ぎ，A猛然．i，s、3321颪協。眠A貧鉱2，s・8L

漿　藤垣・麟注2、蔦i頁。

舞殿ε彫醸9，掘we茎t縦s。r墓e難曲ぎeG麟ze簸纏齪G設e甑董§895

　貸賃．

鵬L鋤2輪琢，A騰．62，S、5至舐；S伽δ畝臨w磁sc醸2a奎sG8藤登
sc醸ts2重el磁Gr磁s蓋tz輔εsU諮磁sc醸zes．i縫：舳9醜蓼（葺rsg・）・

舳伽C紘灘e斑瞬重SC雛磯麟麟もSC搬掘Wε董tぎ諺磁鍵L2協戯

　2鵬，§鰍戯．3翫砿認／麟躍，A購以s・58鼠
麟既繍，騒we號磯t盤。鼓e臨z童夢墨e叢6esGe膿e董簸s撫養sr麟ts・Z膿

　2奪｛｝3，i37，i43、

懸この点に関して、βα脚伽，Re戯ss油麟戚麟紬盤蓋瓢z曲嬢
　民。議ぬt懸，Z獣2翻，2総，22倉．及びL螂魏，触纏縫S僧5ず藍も・

　琶馨法とドイツ法の違いを捲擁し、と吟わけ、擾書13スクの儀減（蓋然性を抵

　くするか、擾害の程度を難くするか）というカテゴ嘆一が、駐U法では晃られ

　ないことを捲接する。幾稿・講涯22、認頁獄下でも述べたように・ドイツにお

　け御スク行政離離撫ま、三灘多の獄クコンセプト・すなわち・鰍・

　獄ク、残留玖ク躯毅爾に、二騰劔スクコンセプト（単に鎌と
　残存豚クとか、1綜クと残存獄クなど）の区騒駅原子力濁がある（融麟

　S籔蓄e鱒α羅s童搬繍磁，灘欝g舗，227鼠麟S魏魏戯A鵬29・S・
　認勧．しかし、鷺U法で支配的なのは、受容不能琴スク（懸3c艶癖a疑e　r多s短

　ないし重大な｝タスク（s圭g簸籔εa戴r豊甑）と、受忍溝能彗スク（to至e臓も豊e　ri畷）

　娯疵残存獄ク（res臨a猛sめとを区簿贈るドグマテダクである・これ

　ら機念の整覆は、いまだ聡確ではない。VgL1～醗9ε言貌暮，β磁e犠織豊9脇盛

　触w磁む臨e董t6esV・影S・ご鱒撫Z童嚢si難e簸r・照星SC灘臨w磁e慮

　箪）VB至．2〔矯（｝，至473、

鵬この点に鰍ては、禅機一彦津イ畷境法にお鵬陣輔櫨遺と聯合

　的撰境繰護素法学6？巻5号警i頁（2縫3奪）参照。

至§￥K餓，A灘．2嘆，S．憩｛t；L毒伽一騎琢，A欝、6255§IS伽飽怨A簸礁

　8，S．2藁i．

鵬夏．粥磁A艦．2，S．8i；欝漉，A蹴24573£
鵬護鱒，丁盤e・艶鱈G醗醗磁ε，3、A磁，購§，S澱案tこの点1こついて
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行政縫合譲葉　第葺巻　第3号

　は、桑原勇進「毯家鐸籐幾建ゼ覆境檬謹選東海法学鰺号3§嚢（55糞以下）（欝競

　隼）参照。

i舞　　琢｝冨箆砂，量鑑凝a欝9〔）翌〔墨老／K至e重難／St農ぎk　（雛rs墓．〉，Das　80登嚢er　Gr鴛簸《墨gese重z，塩

　A譲．麗．琵，2§む§，Art2倉a蝕．62；S漉伽ヂ鰭之，至難：獲．敬e搬（翫s墓、〉，

　Gぎ野盗｛豊ges｛｝tz，9｛董．藍玉，至9§8，Aでt　2（｝a食費．23；醒麗欝魏2怠，童費：　Sac鮭s　（翼ぎs辞），

　G離離奮esetz，3．A餐鼠2§§3，Art2§a貧簸．53．さらに、桑原・前漢欝§、5i頁

　以下参照。

韮至　Sむ舞2πむ2籍ζ，A豊艶．8，S、2藁茎　董L

l量2、醗E鷹。，軸。鼓ts倉姥e簸騰e虚e猟重erGes雌蕊綴sr孟s號澱e漉t欝欝ag登ε一

t童S伽猛ぎe雄鉱P6V　ig§5，至，7£；S罐寵㏄VeぬSS織墓Sぎec躍伽
　衆a鼓灘e簸董）駁盤登9雛登琶《壌　6es　Tec董｝麓主業ぎec｝貫s，i糞：SC盤騒互te　（董［rsg．〉，　H3難｛嚢）鍍C魏

　6es1ぴec紘鑑rec嬢s，S．ig21CCα魏2SS，鷺ec醗SS｛餓t灘透U灘w磯S竜a蝕2§醗，

　S、2解鼠

登馨　BVer墨Cε4§，8警，i雌3；53，3｛），59；暮V8ギwG璽　72，3（）（》，3董§；εごみ名δぜ卯，A無登｝．

　1董2，S．董§嫁；鉱θ8鳶舞舞髭，A麓搬．22，S．382　煎

豆糞　　｝…｝努“e一｛G董1：49，89，翌82L

懸　8Veギ鐙77，i簿，2騒∫47§，亜鰹，2§2．なお、基本権稼護義務に聞する憲法

　裁鵯湧の覇決機要については、たとえば、小出織『基本権保護の決選き（欝§癬・

　成文堂〉鰺頁以下参照。

懸　このいわゆる漢重療羅（攣ors重嶺や薮簸z鎗〉について、特に製造轡・蹉薬品法

　における生命・身1本保護の観点からのものに、S漉2麗，膿D曲沁ProSgc灘重t3te，

　2（鎗3がある。

蟹　BVετ蛋G狂尊9，89，慧（｝貸．

至難　　顎〔｝青髭箆海蘊，　A登搬、　22，　S．38豊；　五｝農欝欝，　農ec観t薮。盤8　盆is玉藍。でeg駿盤e｛隔絶欝欝　a嚢s

　宴擁rec滋難。鎗S油t，勧：恥ra（　｛rsg．〉，食e磁t至宝綴es臨轍騰3嚢a竃e鐙e蔑，

　玉§99，S．93，i（縫　實．

欝疏忍襯。，簸3雛z母敬重塞，G驚総琴ese甑Arむ2緬s．2，衰R、鱒（F的．29§4〉1

　鰍窃鰯，A鍍灘、2§，s．28i．

｝鱒　　忍窪むね，A登盤．i　i2，S．8；S鎗認，A欝欝．25，S。282ず凱；　蓄駅窪チ露1護歩御言，A盤簸聖、　董7，

　S．壌實。

慶　ただし、その場合でも、危験1こさらされている探護法益が、麟譲を受ける墓

　本権に比講できる重みづけのものであり、その手段が箆醗盤iを有していること
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不確実性の条締下における行政決意の法的麟御に臠する一考察（下出窓治〉

　が繭養彗こある（3VeダξGE95，茎マ3，墨83餐．〉。

畿Vg玉．醒梅旛，A醗．i玉9，Art2曲s．2臨63・
鰺3　βδ海窺，饗or盤搬ε簸sc盤，董9§6，S．i（》3£　讐簸《墨　i29　蓄£　慧賛睦4鎗8，Das　Voyso蓄墓e｝

嚢離船織し的総懸t総亜でe磁Z獄2齢，2砿2護31S娯A甑25・＆333
　藍．

至難　　君δ為欝，麗。罫搬盤e灘sc鼓，A盤穣．蓋23，S．6　｛五

鵬　9U食品基本綬麟3条欝弩、§条及び欝条蓋ぴに蔭スク委員会要綴案6条3

　項、購条5項及び8条に定めがあるとおむ、その講容は、記録鐸銭を義務づ1歎

　その記録雲容は婆スクコミュニケーシ壁ンに役立っよう、わか惨やすい表現で

　あること、責錘の饒在を墾確イヒしておくことが求められている。なお、このよ

　うな透墾姓原醗については農産主義め観点に灘え、法治主義など弛の憲法原選

　との櫨互獲il系を含めて検討している君欝畿耀τ，Tr3登s墾a鷺簑z　ais　Vet｛ass蟻酸響s一

　麟鷲塗，2§艇を参黙されたい。この嘆スクコミュエケーションについての詳纏

　は、麗稿を予定している。ただ、ここでは、次の点を捲擁しておきたい。おお

　ざつぱに見ると、たとえば、施設法のように、薦場・溝費者問題としてではな

　く、覆境・権隣問題として闘ざされたシステムによ吟鯵スク蒼運を行う場合に

　は、辱スクが毯然科学的技衛麟手段をもっても羅定できず、アセスメントされ

　えない単に懸念がある験溌のみでは、簿らかの介入をすべき採護義務はなく、

　科学披講の水準などによってもありえないと評簸されるものは残存穫スクとな

　るものの、国家による観察義務が生じうる。この種め場合、ある鞠質の使醗に

　ついて、綴々人の欝己決定ではなく、エネルギー羅霧や全般雑な生活水準の講

　上のような公益実現の授点から、導入するかどうか、導入するとしてその条件、

　どの程凌施設による翻鎖システムによ解タスクを蟹減するかが翼題とな敷フェー

　ルセーフなどの手法を絹継て旛設による鞠貿管選を可及的に没ぼし、縫者、近

　隣建戻などへの被害を「実鰹にはあむえない」と評懸される程度にまで、ある

　いは、「技纂水準」を要談水準として婆スクを鱈減し、践むを残存琴スクとして

　社会的に妥当なものとみなし、受忍を求めるのである。そして、このような施

　設法に典璽的にあらわれる覇題領域では、国家レベルでの意思決定が最終的な

　もので、懸人や事業者が想定される綾害者となむうる場合や、事業者（な継し

　地者）の意思法定が最終麟なもので、鰯人の緩害やよ吟広範な縫合雛霰書が発

　生する場合には、意思決定者と想定さ轟る被害者が異なること1こなる。つま鯵、

　飽者によって、懇々人の1｝スク状溌が決定されてしまうことを意賺する。この

　点で、良主麟な琴スクコミュニケーシ茸ン（合意追求璽ないし運解獲得型、い
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行政鮭会譲葉　第聾拳　第3畢

　ずれにしても、宥秘覇）みではなく、共存を追及するもの）が、その当否は鶏糞こ

　して、必要となるといわれるのである。縫方で、医薬轟や農薬などの製品決・

　梅質法め領綾における薦場に麗かれた》スク徳獲システムでは、表記施設法に

　典型的に見ら託るような縫会的鷺題として蝿癒すべきものに簾え、煙太の開題

　として繋癒すべきものの責紐翫分ないし隻握翫分の問題が残されているむ爆責

　の驚癒でみると、たとえば、タバコなどの稽好贔や錘薬品の場合には、縫者へ

　の影響を除けば、§君の意思決建に帰責され、その意味で、意思決定者と想定

　される綾害者が一致する。この彗スク決定の典型的な領蟻では、騒々人の懲己

決定権がどこまでどの程度保鐘されるか、されるべきかが議論め焦点とな甑

　その鰹、嚢己決定するための蒲鍵として十分な椿i銀を受けるチ雫ンスが録縫さ

　れる必要性もでてくる。§己決定ないし嚢密な意思決定の繭鍵として、警告な

　いし議醗義務（Wa盤膿9一騰6A縫猿藍激澱奮鐙墾。猛〉①輩翫擁θ，A登臨鷺§，

A托2誌s．2食慕．89；鰍繍敵，A懸、難，A焦2R糞．2縫のが餐嫁の

　義務となるのである。

獲　リスク委員会要綱6条4項。法治主義や人権保纏を含め、総合的に検討して

　いるものにK露む舵言，　〉墨e鋭g織総雛蓼，29碧3がある。

禦　達郵琴スク評懸醗究漸設麗法i条、2条3項；彗スク委員会要綱6条2項参

　照。この点についての諜纏は、麟稿でドイツにおける食品の筆声スク管選法麟を

　掻う際に欝論ずる。

鵬　ここでいう科学的不確実性とは、有害な影響ないし被害の発生がほぼ確実に

　ないとはいえないときをいう（Z麟舜むR窪漉舵，A雛灘、28，Arし7．裂δ．聾豊海

蔓2§　Sむ紘欝～短η多，　A費灘．　8，　＆243　£　Vg互．　Kδc為，　Σ）3s　Sys童e搬　　，，衰e言置stτat茎。萱，

　Eva豊懲a縫。蕪　a簸｛董　為鍍童盤or量za縫。簸　oず　C藪e難髭3奎s“　（衰鷺A（）難），　童舞：　Rε簸ge韮盤暮

　（猿S菖．〉，欝欝琶磯a蔓綴鰭6esδe琶tSC魏登C醗蕪盆謡e鑓rε£嬢S6雛磁8雛鐙a董S畷e

C鼓e蕪羅童e聯。難k，艶総．S．37紛紛；醸勧2岬。醒，A醗．62，S．6蟹五

鵬C磁麗鎗sε，A醗、賛2，S．6§§鎗醒蝕伽，Voでa鞍sse重z澱墓e建縫綴Gぎe麗磯

dεs騰we茎tτec羅。塾e登Vo鵬夢9ε登臨即s，盆K籾（鍬s琴、〉，ぎes｛s磯藏趣

　Wo茎ずga費≦ζ　盆圭雛er　z慧盤　7｛｝、Ge聖）｛駕総tag，　i　g§7，S．8（》7　（823　教）；　」璽ε悔むゴ麓ぜ2r｝

　A盤懲、2i，（羅〆駐．なお、立法者に嬉する手続釣合遜イと論と法律による蕎政機縫

　に難ずる手続釣合遅発論とは異なるところがあるが、縫達するので、勘魏卵，

醸童。醸灘sge嫉醸Rec鼠匿G欝e亜／難聴εWo童ず量縷rs急〉，裂a老麺簸a艶

碁盤轍髄i圭t難一襲畿沁戯es鞭憾tr8c籔ig9§，S．i67（躍）騰透搬鋤
　盆at董。簸a置e　Gesetzge老搬鷺霧，Gawe茎／勤｛嚢）むε一W（｝董窪　（薮でsg．〉，a．a｛）．，S．i57　ず五　も
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不確実性の条件下にお捗る膏政決定の法的舗舞に関する一考察（下山憲治）

　参、窯、。

玉3i　Kδε爵，A無慾、i29，S．5§登4L露老め壱一等馴扉顕，〈澱灘．62，3§54S魏魏老｝㎎，A簸盤・

　29，S．至尊δ£ti登｛量　32§蛋t

欝馨　∫ず麗8紐，A貸搬．79，S．3、

騰　この点について、たとえば、梅夕融，慧盤we至撫雄綴簸墓，Veぎs董磁e搬簸g騰6

　Pで義v8貧雛。麓，蟹69麩。盤藪e圭te盤　慧簸｛童　Gre難3e盤　薮a｛t葦登琶s室簸（玉慧z艶τ宅eギ　Pr注ve登t墨。嚢

脇tε擁e豊躍董R騨ge解G簸W玉ss磯膿醸童戯w墨sse盤，隙S。z。2飯豊99甑

　5巻，6凌猛は、十分知られた馨スク、未知の蔭スク、そして、藪i護麟琴スクと

　いう藝分を零も＼次のような興蘇深い指接をいる。前二者の場合、時羅菱欠元

　（2磁癒戯e勝癒鑛s沁燐と麟象の盤績次元（sac懸。號飯驚艦s沁簸〉との権違か

　ら譲騨でき、すなわち、十分類られた琴スクとは、時題縫には未矢9であるがそ

　の盤飲み奮害性は多かれ少なかれ畿知である移スクをいう（たとえば、原子力

　披講、塩魚臓化水素①聾丁など）、アスベスト、§動車没び喫煙など）・そ

　れに薄し、不知の蔭スクとは、これら琴スクのある妓籍・梅質及び移動のすべ

　てについて、常に、いつ濃霧が発生するか（時翼的次元〉、そもそも撰害が発生

　するのか（性献次禿）を人が難むえないにすぎない。そして、靉靆の彗スクは、

　賎知の馨璽条件と霞果関係に関する矯覧によって事繭藝琶窟が講じられる。この

　ように時縫次禿瀦撚次元が不一致の場合1ま、不離嗣スク嬢詫い。不鷺の

　獄クは、藻境責任と関連猿坊蕊た発劉スクであむ、通常業務蔭スクの特

　騨形態で、常に事後的にのみ、短見の拡大によって（その前提として駿書の発

　生があるが〉、有害であることが聡らかになる。この発展琴スクは、人が発展彗

　スクを懇遷しようとすれば、人が購鷺はじめて知ることのできることを今諺知

　るという能プ」を駆｛更しな導ナればならなくなることを懸遷するときに生じる。そ

　して、最後の類型である飯説的彗スクは、時懸・性状次元めみではなく、被会

　次元の鷺題が纐わる。つま鯵、安心ゾーンの外にある一定の披講・携質である

　が、科学麟に一般に承認された薄髭からすると、覆境・健康諺スクが認められ

　ないが、科学的・被会館少数者によって表聡されるものである。一定程獲：有害

　であるかもしれない払・う疑いがある一方で、雇メス難こ臠する科学艦こ争いの

　ない誕擁がない。また、科学と公共（公衆）との懇で縮繋宣する議論がたたか

　わされるテーマである（たとえば、遺転子工学や電醗場彗スク）。賎鷺の蓼スク

　は漂麟として予防薄髭である、未知の13スクは不能である。飯議的琴スクは、

　疑いがあむ、意思決達者曇身にとって讐スクがあると知られてお馨、それゆえ、

　予防という意プシ童ンが選択されないないし事後的に選訳されるものである。
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行政社会譲葉　第翼巻　第3一弩

難環境1以クに臠し、鳶逆齢添薄逆鋤培いう擾害次元、影響が祷続的か・

　遅達して発生するかといった時間次元、広籟謹に敷ぶかといった空聞次元、社

　会的嬉立を生むかといった社会的次元の覆題から、　！ナスクを、ギ1｝シア神誕に

　なぞらえてダモクレス璽、ピュティア璽、キュク購プス璽、パンドラ型、カッ

　サンドラ璽そしてメデューサ整に区分し、その麟慰鐵酪を購懇する提案

　（WβG暮，A登灘．25参難）も鐡されており、参考になる。

付　属　資　料

人の健康及び覆饒の保護に係わる基準設定に関する法律案要綱

　　　　　　　　　（夢スク特撰委員会作成）

第一条（暮誘〉

　この法律慧、人の1建1棄と覆境の保護のための下｛皇法媛iで建iめられる基準設定：の捲

舞（雛a嬉s壊聖｝e〉と手続の櫨互講整に資することを目的とする。

第二条（機念趨走〉

　こめ法鋒において、次の各弩に掲げる繕藷の意義は、それぞれ各号に建めるとこ

ろによる。

一　基準：鰻界纏、披講承準、懸幾的品質要請、操業水準その縫の披講纏選法

　（総廠譲sc魏Ver捻絃e麟、製品又濾礫境媒質（群鶴we艶搬e蛋ε擁1こ蝿する異簿麟

　な要請

二　ε憲法基準設定手続：R　U遷事会、議会及び委農会の建立法媛依ec銚sa雑e）

　に基づく基準設定

三　羅鰹基準設定手続：国漢纏織の機翼による又は国擦綴織・羅鰹協定の機麗にお

　ける業務に基づく基準設定

瞬　　1タスクアセスメント：有害麹質、敬尉線、騒蒼その難の影響による鑓境又は人の

　健康に蝿して莚こ鯵うる亀1害覆の羅定及び罵能な張りの危害霊の程度の定量的評纒

五　優先纈縫づけ：簿易1｝スクアセスメントに基づき、多数の鉄尋草｝スクの中から

　優先的に繋癒すべき彗スクを選摂すること

六捲選評懸1琴スク欝減に遷した捲置覇）緯建と難の保護法益に繋する韓髄麟作羅

　の観．薫からそれら携羅の比較評懸

篤三三条（適鶏領綾）

①　この法律縁、連邦法に基づき法規命令又は行政媛嚢欝こよ離、環境汚染による影響

一号8一



不確実性の条樽下にお1重る行政決定の法的舗御に麗する一考察（下山憲治〉

　から人の健康を課護するための基準覆ぴ覆境保護の基準を確定する場合に遭難する。

②この浅薄1ま、人の健康と難境を保護するためのE鞍法基準設定手続及び國擦基

　準設定手続との闘孫で、ドイツが背う態慶表聡の準備にも適離する。

③　この法簿は、麹の法律が特段の定めをしていない醸む、適霧される。

第羅条（基準確建の漂舞彗〉

①基準縁、蔭スクの種類、程度、蓋然性寂び書聡の確実性を考癒し、健康又は覆

　境に亀害を与えないよう確定され、健康と螺境に録する悪影響の顕塵建を適燐に

　予窮するよう、又は、場当でないと認められる一定の彗スクを超えないよう確定

　されなければならなも㌔

⑫基準と予簸されうる撰害との闘にある、科学水準に基づき適窃1こ決定されるべ

　き安全牲の磯と鯵（S量磁¢虚磁saむs総総〉は、維持されな1すればならない。

③基準の確定にあたって、種々の負荷麹質の発生及び負荷の全体壷びに感受性の

　ある人激び感蔓性のある羅境法益の保護が適切に考癒されなければならない。

＠　技衛的な予跡蝿策、糧織約諾羅及び行動方法によ蓼琴スクの蟹避が薄髭かどう

　力擁ま、考癒されなければならない。

第至楽（飽の裸護法益に蝕する不趨益の考慮〉

①基準の確定1こあたって、勉の傑護法益に端し莚こ叶うる不覊益が考癒され擁ナれ

　ぱならない。健康謀護に臆する基準の場合には、特に、覆境と経済的・社会的発展

　に蝿する不覊釜が考縷されなければならず、覆境保護に臠する基準の場合には、蒋

　に、人の健康と経済的・社会的発展に繋する不覊益が考癒されなければならない。

②代替的方法又は代替製品から生ずる無益又は不秘益が考癒されなければならない。

③　基準の設定垂こ零馨害関係を：蓉する｛鬱々人及び各種懸｛本は、根垂麩となるデータの講

　査に協力しなければならない。

第大条（餐スクアセスメント、捲置評鞭毒没び意思決寵〉

①　基準の確定にかかる決定は、拶スクアゼスメント及び鑑選評懸1こよむ準備され

　るものとする。

②演定権醸を有する行政庁又は行政庁と曝等のものは、｝｝スクアセスメントの轄

　果に繁しなんらの影響力を行養してはならない○

③　基準設定の懸濁手続段欝及び結果は、書面による記録として作成されるものと

　する。その場合、特に、会議瞬縷曝時、場翫、参麗者、議題、決議された提案の

　蓬鑑没び意見の一致・不一致が記録されるものとする。

㊥　基準の確定又は捲否の決定は、包括麟な鍵麹を賛霊冠しな謬ればならない。その場

　合、基準翼定における不確実事項を含め、科学的背景が検証溝能でなければならな
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鴛政歓会論集第聲巻第3号

　い。髭較薄髭な基準と糧違がある場台には、鍵幾が蟹詑されなければならない。

⑤　決定された基準は、公表されるものとする。付記された鍵患についても、公麗

　されるものとする。法縫命令の公表華こ臠する美量定は、　これを準耀する。

第七条（灘様舞政庁の欝辱〉

①行政穿及び公認諮羅韓で基準の確定が馨己の任務領域に関わるものは、基準に

　麗わる彗スクアセスメント長び雛置詳懸の結果についてその態度を表醸する機会

　を録縫される。

②権縷ある機麗は、前項の態度表聡の難霧を設定すると共に、審董をすることが

　できる。

第八条（公衆の参撫〉

①　婆スクアセスメント及び搭羅評懸に権畷を有する行致庁又はその部愚意、第六

　条第三項に定める語録を食め、その結果を公衆に公麗するものとする。当該結粟

　が製畠又慧技徳麺理法で一定の製造業者又は皺皺業者1こ属するも憂）にかかわると

　き縁、その結果は、掻縫となる短見が科学水準に端癒し、評舞i結果1こ鐙当な覆襲

　がある場合1このみ公醗できる。

②　淡定権譲を有する行救庁又はそれと舞等のものは、基準草案を公弱しなければ

　ならない。また、　この基準草案が公縫されることを公1こするものとする。

③侮人も前項の草案1こ帰して書藤で懇護表覆を堤撫することができる。決定機縫

　が饗鐡された異議を鍵霊のないものとするときは、その遜浅を表零しなければな

　らない。こ勇表彰葦登盛翼ま、公的記録として暮ヨ成され、公鵜されるものとするG

第九条（基準の鯵の

　基準の確定と共に、新た糠睨と披講の観点から基準を再審費すべき靉靆を定め

るものとする。

第一〇条（協議委員会）

①法律又はその委経を受けた規定によむ、基準設定に当たって勧書することが委

　轟会に予定されている縷鯵、委籔の選考に当たっては、一般麟委員会（gesel董一

　sc簸議嚢蹉。益愈Ko穣盤誌蕊。簸e登）の場合華こは零彗害§裂桑のある代表者のノぜランスを麟罐窺

　し、專霧的委員会の霧合には≧蚤該奪静讐餐嚢竣の代表者と異なる見解をもつ者のノぐう

　ンスを顧癒するものとする。委員の選狂羨に、無害関係を有する各種琶1鉢及び当

　該奪需領蟻め各種毯纏の意見聴取を行うものとする。

②　委圭難睾こξま｛王難があ馨、一渡：再｛蚤できる。

③委員1ま、独立し、鰹らの捲承にも拘束されない。この独立に影響を及ぼしうる

　稀書漢1係は、公麗するものとする。
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不確実性の条件下における行政法定の法的鱗御に関する一考察（下妻憲治）

＠　各種委員会は、委籔会を設聾した機縫に雄し報告し、嘆スク評議会1こその活動

　にっも、て痒次鞍告をする。この報告は公表するものとする。

第十一条（健康解スク農び理境移スケに聾する叢準議会〉

①　連邦致鰐韓、人の健康と覆境を繰議する基準を設定するため專霧家委員会を設

　慶する（健康馨スクと饗境彗スクに離する評議会一撃スク評議会一禿

③　婆スク評議会は、基準設定の方法に関する礎案と基準設定に縫与する委鍛会及

　び舞政庁の再縞に関する礎案を決議する。琴スク評議会濾、誕薩された基準設定

　手続紅関し椿輻を罷盤するとともに、基準設定に関与する委員会及び行政庁に提

　案ずることができる。蔭スク詳議会は、権醸ある機麗に、新たな基準の確定又は

　残存基準の鰺鑑を鵜嬉するよう拘束力ある要請をすることができる章　琴スク謬議

　会は、霞疑の作成する手暇き整びに靉靆法律及びこの法律を遷守して、優先顯盤づ

　けの結果及び1タスクアセスメントの結果を評癒し、その評懸緒果を公表することが

　できる。

③連辮政経は、連蔀参議続の霧意を観て、琴スク評議会の廷務と檎絞を法媛命令

　で定める。その場合、轟然科学、監学、披講及び法学の餐分野からの専門家が、

　人数比のバランスと異怠った冤解を考濾して、代表であることを確保しなければ

　ならない。委鍛の経命については、馨スク評議会の活動領域で公認された各種毯

　韓及び醗究機関に提案権を保鐘する。法緩命令では、生じうる秘書傷突の公醗に

　麗する規定、厳命される委轟の資賂諸要件に関する競走とその独立盤を確探する

　ため憂）繰定を設捗るものとする。

⑧　委畏は、その活動の対懸として適劔な報醗を受ける。

⑤　琴スク評議会に、必要な技徳的かっ科学釣鷺見を有する人員を醒した事務漸を

　齷齷する。

第一二条（覆鉢訴訟〉

①　健康保護及び藻境保護蓬びに麟霧関係のある産業藻霧の公認鑓鉢1ま、法媛命令

　又は行政幾嚢彗において確定された基準に鰐し魑馨ll慈律段びこの法律との鶴鑛の確

　認．を求めることができる。

②　ラントの法幾命令文は行激震難藝こおける基準1こ関しては11綴行政裁宰彗藤1こ、連

　i羅の法幾命令又は行政規舞彗における基準に麗しては連都行政裁親藩に、繭項の鐵

　訴ができる。

③　懇鉢の公認は、第一一条第三項で揚げられた連薬各省の申請に基づいて付与さ

　れる．公認の要簿については、連都褻然保護法五九条一項第二弩及び三号の規定

　を攣講ずる。
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不確実性の条件下における行政決定の法的舞舞に絶する一考察（下妻憲治〉
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第3号第i7巻行政機会論策
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不確実盤の条件下における行政決定の法的麟御1こ関する一考察（下塗憲治）
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圏魔羅纒翌圏［璽］
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